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環境管理

Canadian DOC Compliance Statement 

This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003. 
Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme NMB-003 du Canada.

FCC Compliance Statement

This device complies with Part 15 rules. Operation is subject to the following two conditions:

1. This device may not cause harmful interference, and

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation.

This equipment has been tested and found to comply with the limits for Class B Digital 
Devices, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable
protection against harmful interference when the equipment is operated in a residential 
environment. This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency energy and, if 
not installed and used in accordance with the product manuals, may cause harmful interference
to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a 
particular installation. If this equipment does cause harmful interference to radio or television 
reception, the user is encouraged to do one or more of the following measures:

• Reorient or relocate the receiving antenna.

• Increase the separation between the equipment and receiver.

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver
is connected.

• Consult the dealer or an experienced RF service technician for help. 

The user is cautioned that any changes or modifications not expressly approved by Zebra 
Technologies could void the user’s authority to operate the equipment. To ensure compliance, 
this printer must be used with fully shielded communication cables.

この製品は地方自治体の廃棄物処理に従って処分してください。これはリサイクル可
能製品ですので、 その地区の基準に従って リサイクルを行ってください。 

詳細につきましては、 下記の当社 Web サイ ト をご覧ください。 

Web アドレス ：   www.zebra.com/environment
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本書について
このセクシ ョ ンでは、連絡先、文書の構造および構成、および追加参照文書について
説明します。
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対象読者
vi
対象読者
本書ユーザー・ガイ ドは、プ リ ンタの操作または問題の ト ラブルシュート を行う必要
がある読者を対象に書かれています。

本書の構成
ユーザー ・ ガイ ドは、 以下のよ うに構成されています。

セクシ ョ ン 説明

1 ページのはじめに このセクシ ョ ンでは、 製品ボッ クスの内容と
プリ ンタ機能の概要について説明します。 さ
らに、 プ リ ンタの開閉方法と ト ラブルが発生
したと きの報告の仕方について解説します。

11 ページのプリ ンタを使用する前
に

このセクシ ョ ンでは、 最初にプリ ンタを設定
する方法と、 用紙を装着する最も一般的な操
作手順について説明します。

41 ページの印刷操作 このセクシ ョ ンでは、 用紙と印刷の処理、
フォン ト と言語のサポート、 あま り一般的で
はないプリ ンタ設定のセッ ト アップについて
説明します。 

63 ページのプリ ンタ ・ オプシ ョ ン このセクシ ョ ンでは、 一般的なプリ ンタ ・ オ
プシ ョ ンやアクセサリに関する簡単な説明
と、 その使用方法や設定方法について説明し
ます。

73 ページのメンテナンス このセクシ ョ ンでは、 定期的なク リーニング
およびメンテナンスの手順について説明しま
す。

87 ページのト ラブルシューティン
グ

このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタの ト ラブル
シューティングに必要とな りえるプリ ンタの
エラー ・ レポート と、 各種診断テス トについ
て説明します。

99 ページの付録 : インターフェイ
スの配線

このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタ とホス ト ・ シ
ステム ( 通常は PC) の統合で役立つ、 追加の
インターフェイス情報や配線図を示します。

105 ページの付録 : 寸法 このセクシ ョ ンでは、 標準プリ ンタ と、 オプ
シ ョ ンを含めたプリ ンタの外寸を示します。

107 ページの付録 :ZPL 設定 このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタ設定を簡単に
説明し、 ZPL プリ ンタ設定コマンドへの相互
参照を提供します。
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表記規則
表記規則

表 1 • 表記規則

代替色

このガイ ドをオンラインで表示している場合に、 相互参照またはハイパーリ ンク
を示す青いテキス ト をク リ ッ クする と、 このガイ ドの別のセクシ ョ ンに、 または
インターネッ トの Web サイ トに直接ジャンプします。

コマンド ・ ラインの例、 ファイル名、 ディ レク ト リ

コマンド ・ ラ インの例、 ファイル名、 ディ レク ト リはすべて Typewriter style 
(Courier) mono-spaced フォン トで表示されます。 例 :

/bin ディレクトリに含まれるインストール後のスクリプトにアクセスする
には、ZTools と入力します。

/root ディ レク ト リにある Zebra <バージ ョ ン番号 >.tar ファイルを
開きます。

アイコンと忠告の言葉

次のアイコンと忠告の言葉は、 特定のテキス ト部分にユーザーの注意を喚起する
ために使用します。

注意 • 静電気放電の危険があることを警告します。

注意 • 電気シ ョ ックを受ける危険があることを警告します。

注意 • 過剰な熱によって火傷を負う危険があることを警告します。

注意 • 特定の対策を取らなかったり、 回避するとお客様の身体的危害の原因となる可能
性があることを忠告します。

( 絵記号なし ) 
注意 • 特定の操作を実行しなかった場合、 または特定の操作を回避しなかった場合、
ハードウェアに損傷を及ぼす危険があることを警告します。

重要 • タスクの完了に不可欠な情報を提供します。

注 •  本文の要点を強調または補足する客観的または建設的な情報を示します。

ツール • タスクを完了するために必要なツールを示します。
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1
はじめに
このセクシ ョ ンでは、 このプリ ンタに同梱されている付属品について説明し、プ リ ン
タの開閉や問題の報告など、 一般的なプリ ンタ機能の概要を示します。
2014/10/22 GT-Series™ ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073
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2

GT-Series™ サーマル ・ プリンタ
Zebra® GT-Series™ プリ ンタ ・ モデルは、 デスク ト ップ ・ サーマル ・ プ リ ンタ と して
非常にコス ト ・ パフォーマンスのよい製品です。 GT-Series™ プ リ ンタは、 熱転写と
ダイレク ト ・ サーマル印刷を、 最大速度 5ips (1 秒当たりのインチ数 ) で印刷密度 203
dpi ( インチ当たりのド ッ ト数 ) 、 または最大速度 4 ips で印刷密度 300 dpi で提供しま
す。上記のプリ ンタは、 ZPL™ と  EPL™ の両方の Zebra プリ ンタ ・プログラ ミ ング言
語と、 インターフェイス と機能の広範なオプシ ョ ンに対応しています。 

GT-Series™ プリ ンタの機能 :

• プリ ンタ言語の自動検出、 ZPL/EPL プログラ ミ ングの切り替え、 およびラベ
ル ・ フォーマッ ト を提供します。

• 業界で最も簡単な リボン装着設計によ り、 1 台のプリ ンタで 300m と  74m の
熱転写リボンを使用できます。 特別なアダプタは必要あ り ません。

• カラー ・ コードによる操作方法と用紙ガイ ドを提供します。

• 可動式黒線センサー : 全幅可動式黒マーク ・センサーと、複数位置透過式 ( ラ
ベル ・ ギャ ップ ) センサーを備えています。

• Zebra™ Global Printing Solution – Microsoft Windows のキーボード ・ エンコー
ディング ( および ANSI)、 ユニコード  UTF-8 および UTF 16 ( ユニコード変換
フォーマッ ト )、 XML、 ASCII ( レガシー ・ プログラムおよびシステムで使用
される  7 ビッ ト と  8 ビッ ト )、 基本的なシングル / ダブル ・バイ ト ・ フォン ト
のエンコーディング、 16 進エンコーディング、 およびカスタム文字マッピン
グ (DAT テーブルの作成、 フォン ト ・ リ ンキング、 および文字再配置 ) をサ
ポート します。

• プリ ンタの高速化と  32 ビッ ト ・プロセッサで、 プリ ンタの性能が改善されま
した。

• 無料のソフ ト ウェアと ド ラ イバで、 プ リ ンタ設定、 プ リ ンタ ・ ステータスの
設計、 印刷、 取得、 グラフ ィ ッ クス と フォン トのインポート、 プログラ ミ ン
グ ・ コマンドの送信、 ファームウェアの更新、 ファ イルのダウンロードが可
能です。 ZebraNet™ Bridge を搭載した 1 つ以上の Zebra® Ethernet プリ ンタ と
ローカル接続プ リ ンタを使用して、 プ リ ンタ設定、 フ ァ イル、 および更新
ファームウェアの複製を行います。

• ユーザーがメンテナンス報告機能を有効にしてカスタマイズできます。

GT-Series™ プリ ンタが提供する基本オプシ ョ ン :

• プリ ンタには、 中国語 ( 簡体字と繁体字 ) フォン ト ・ セッ トが搭載されてお
り、 EPL (888 レガシー ・ フォン ト  - GB-2312 および Big 5) プログラ ミ ングお
よび ZPL (GB18030-2000 および Big 5) プログラ ミ ングで使用できます。

• ラベル ・ディ スペンス  ( 剥離 )

• 汎用用紙カッター

• 内部 10/100 プリ ン ト ・ サーバおよびイーサネッ ト ・ インターフェイス

• Zebra® ZBI 2.0™ (Zebra BASIC Interpreter) プログラ ミ ング言語。 ZBI™ を使用
する と、 PC やネッ ト ワークにまったく接続せずに、 プロセスを自動化できる
カスタム ・プ リ ンタ操作を作成し、周辺機器 ( スキャナ、 スケール、 キーボー
ド、 Zebra® ZKDU など ) を使用できます。
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3はじめに
GT-Series™ サーマル ・ プリンタ
このガイ ドにはプリ ンタ操作に必要な情報が記載されています。 このプリ ンタは、 ホ
ス ト ・ コンピュータに接続する と、 完全な印刷ステム と して機能します。 ラベル ・
フォーマッ ト の作成については、 プログラ ミ ング ・ ガイ ド、 または ZebraDesigner™
などのラベル設計アプリ ケーシ ョ ンを参照してください。

注 •  プリ ンタ設定の多くは、 プリ ンタのド ライバまたはラベル設定ソフ ト ウェアで
も制御できます。 詳細はド ライバまたはソフ ト ウェアのマニュアルを参照してくだ
さい。
2014/10/22 GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073 改訂 A



はじめに
製品ボックスの内容

4

製品ボックスの内容
後でプリ ンタを輸送したり保管する必要がある場合のために、カート ンとすべての梱
包資材を保管しておいてください。梱包を解いたら、部品がすべて揃っているかを確
認してください。本書に記載の指示どおりに操作できるよ う、下記の手順に従ってプ
リ ンタを点検し、 プ リ ンタ部品に精通してください。

プリンタの開梱と点検

プリ ンタを受け取ったら、すぐに梱包を解き、輸送中に損傷していないかど うか点検
してください。

• 梱包材はすべて保管しておきます。

• すべての外装表面を調べ、 損傷がないこ とを確認します。

• プリ ンタを開梱し、 用紙セッ ト部のコンポーネン トに損傷がないか確認しま
す。

点検を行って、 輸送中に発生した損傷が見つかった場合 :

• ただちに運送会社に通知し、損害報告を提出します。Zebra Technologies Corporation
は、 輸送中に発生したプリンタの損傷に対しては一切責任を負いません。 また、
この損傷の修理は、 Zebra Technologies Corporation の補償ポリシーの対象外です。

• 運送会社の点検に備えて、 梱包材料はすべて保管しておきます。

• 最寄の正規 Zebra® 販売代理店にお知らせください。

電源コードは、 ロケールや
地域によって異なります

マニュアルと
ソフ トウェア

電源空リボン巻芯
(74m と 300m)

プリンタリボン巻芯アダプタ
( 非 Zebra 転写リボン用 )
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5はじめに
製品ボックスの内容
プリンタ

プリンタを開く

用紙セッ ト部にアクセスするためには、 プ リ ンタを開かなければな り ません。 解除
ラ ッチを手前に引き、 カバーを上げてください。用紙セッ ト部に部品の緩みや損傷が
ないか点検します。

インターフェイス ・
コネクタ

フ ィード ・
ボタン

ステータス ・
ランプ

ラッチ解除
ボタン

ラッチ解除
ボタン

DC 電源スイッチ
およびコンセン ト

折り畳み用紙
供給スロッ ト

注意 • 人体の表面や他の表面に蓄積する静電エネルギーの放電により、 この装置で使用さ
れる印字ヘッ ドや電子部品が破損、 または破壊されることがあります。 ト ップカバーの下
の印字ヘッ ドや電子部品を取り扱う際には、 静電気安全手順を守る必要があります。
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はじめに
製品ボックスの内容

6

プリンタの機能

センサー

剥離バー

プラテン ・
ローラー

印字ヘッ ド

可動式黒マーク ・ センサー

リボン ・ ト レーラ ・
センサー

ロール ・ ホルダーと
用紙ガイ ド

ヘッ ドアップ ・センサー 
( 内側 )

ピンチ ・
ローラー

ディスペンサ ・ ドア 
( 開いた状態 )

巻き取り
スピンドル

サプライ ・
スピンドル

リボン ・ ロール ・ ホルダー

ディスペンサ ・ オプシ ョ ン

透過式 ( ギャップ ) 
センサー

用紙ガイド停止位置調整
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7はじめに
製品ボックスの内容
カッ ター ・ オプシ ョ ン

カッ ター 
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オペレータ ・ コン ト ロール 

電源スイッチ 

スイ ッチの上側を押すとプリ ンタがオン、 下側を押すとオフになり ます。 

オペレータ濃度コン ト ロール

オペレータ濃度コン ト ロール・ スイ ッチを使用する と、プ リ ンタに送信されたプログ
ラムやド ライバ設定を変更せずに、濃度設定を変更できます。 このため、用紙やプリ
ンタによる軽微な差異は、 このスイ ッチで設定を調整できます。

このコン ト ロール ・ スイ ッチには 3 つの設定があ り ます (1 - 低、 2 - 中、 3 - 高 )。 低
(1) 設定では、 プログラ ミ ングやド ライバ設定で設定された実際の濃度設定は変更さ
れません。 中 (2) 設定では、 濃度レベルが 3 増加します。 つま り、 プ リ ンタがデフォ
ルトの濃度レベル 20 に設定されている場合は、 印刷時に適用される実際の濃度が 23
になり ます。 高 (3) 設定では、 設定されている濃度レベルに 6 レベル追加されます。

注意 • 通信ケーブルと電力ケーブルを接続または切断する前に、 プリンタの電源をオフに
して く ださい。

電源オフ

電源オン

電源スイッチ

濃度コン ト ロール ・ スイッチ

重要 • 濃度設定を高く した り低く した りする と、 バー ・ コードが読み取りにく く な
る場合があ り ます。
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フ ィード ・ ボタン

• フ ィード ・ボタンを 1 回押すと、プリ ンタが空白ラベルを 1 つフィード します。

• フ ィード ・ボタンを押すと、プ リ ンタの 「一時停止」 状態が解除されます。プ
リ ンタは、 プログラム ミ ング ・ コマンドまたはエラー状態によって、 「一時停
止」 状態にな り ます。 「 ト ラブルシューティング」 の章の 88 ページのステー
タスランプの見方 を参照してください。

• プ リ ンタの設定と ステータスにアクセスするには、 フ ィード ・ ボタンを使用
します （ 「 ト ラブルシューティング」 の章の 97 ページのフ ィード ・ ボタン ・
モード  参照）。

ステータス ・ ランプ

ステータス ・ ランプは、 ト ップ ・ ケース上のフ ィード ・ ボタンの横にあ り、 プ リ ンタ
の操作状態を表示します (88 ページのステータス ・ ランプの説明 参照 )。

フ ィード ・ ボタンステータス ・ ランプ
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プリンタを閉じる

1. ト ップ ・ カバーを下ろします。

2. カバーがカチッ と閉まるまで押し下げます。 
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2
プリンタを使用する前に
このセクシ ョ ンでは、プリ ンタを初めて設定し、最も一般的な手順で用紙を装着する
方法について説明します。
2014/10/22 GT-Series™ ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073
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基本的なプリンタ設定 ( 概要 )
設定プロセスは、 ハードウェア設定とホス ト ・ システム ( ソフ ト ウェア / ド ラ イバ )
設定の 2 つの段階に分けられます。

• 電源に接続でき、 ネッ ト ワークまたはホス ト ・ システム ・ ケーブルでアクセ
スできる安全な場所にプリ ンタを配置します。

• アース付きの AC 電源にプリ ンタを接続します。 

• プリ ンタの電源をオフにします。

• プリ ンタに合った用紙を選択し準備します。

• 用紙をセッ ト します。

• 熱転写用紙を使用する場合は、 熱転写リボンをセッ ト します。

• プリ ンタの電源をオンにします。 「設定レポート 」 を印刷して、 プ リ ンタの基
本動作を確認します。

• プリ ンタの電源をオフにします。

• プリ ンタ との通信方法 (USB ポート、 シ リ アル ・ ポート、パラレル ・ポート経
由のローカル接続、またはイーサネッ ト経由のローカル・ネッ ト ワーク  (LAN))
を選択します。

• プ リ ンタをネッ ト ワークまたはホス ト ・ システムに接続し、 必要に応じて印
刷システム・ホス ト /ネッ ト ワークに通信できるよ うにプリ ンタを設定します。

ローカル ( ケーブル ) 接続を使用したサポート対象の Windows オペレーティング・シ
ステム ( 最も一般的 ) の場合 :

• ユーザーの CD から、システムの Zebra セッ ト アップ・ユーティ リ ティ を実行
します。

• 「Install New Printer ( プリ ンタの新規インス トール )」 をク リ ッ ク して、 インス
トール・ウ ィザードを実行します。「Install Printer ( プリ ンタのインス トール )」
を選択し、 ZDesigner プリ ンタの リ ス トから  GT800 を選択します。

• PC に接続したポート  (USB、 シ リ アル、 またはパラレル ) を選択します。

• プ リ ンタの電源をオンにして、 インターフェイスのタイプに合わせてプ リ ン
タ通信を設定します。 

• Windows ド ラ イバ 「テス ト ・ プ リ ン ト 」 を印刷して、 Windows での動作を確
認します。
P1032729-073 改訂 A GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド 2014/10/22
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電源の取り付け
電源の取り付け

1. プリ ンタの電源スイ ッチがオフの位置 ( 下がっている ) にあるこ とを確かめてく
ださい。

2. AC 電源コードを電源装置に差し込みます。

3. AC 電源コードのも う一方の端を、 適切な AC 電源のコンセン トに差し込みます。
注記 :AC コンセン トから電源が入る と、アクティブ電源ランプがオンになり ます。

4. 電源装置の電源コネクタを、 プ リ ンタの電源コンセン トに挿入します。

重要 • プリ ンタを設置する際は、 必要に応じて電源コードを扱いやすいよ うに設置
してください。プ リ ンタに電流が流れないよ うに、電源コードは電源供給装置や AC
電源のソケッ トから離しておいてください。

注意 • 水に濡れる恐れのあるエリアでは、 絶対にプリンタと電源供給装置を稼動しないで
ください。 重大な身体傷害を起こす恐れがあります！

電源
コネクタ

電源
スイッチ

プラグの形は国に
よって異なります

アクテ ィブ
電源ランプ

電源
コンセン ト

AC 電源
コード

プリンタ

電源

IEC 60320C-5 

注 • 必ず、三極プラグと  IEC 60320-C5 コネクタを備えた適切な電源コードを常用して
ください。 これらの電源コードには、本製品を使用する国の認証マークが付いていな
ければなり ません。
2014/10/22 GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073 改訂 A
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ロール紙のセッ ト
印刷のタイプに応じて正しい用紙を使う必要があ り ます。各種の基本的な用紙タイプ
の確認に関する詳細は、 41 ページの印刷操作を参照してください。

用紙処理

出荷、 取り扱い、 保管を行う間には、 ロールが汚れたり埃が付着したりするこ と
が考えられます。 ロール紙が内巻きであっても外巻きであっても、 ロール紙をプ リ
ンタに装着する方法は同じです。

• 露出した部分のロール紙を取り除いて ください。 露出した部分のロール紙を
取り除く こ とによって、 粘着物や汚れた用紙が印字ヘッ ド とプラテンの間に
巻き込まれるのを回避できます。

• ロール紙が内巻きでも外巻きでも、 装着方法は同じです。 つま り、 印字面が上向
きです。

プリンタを開く

印字面を上向きに外側部分を取り除く
P1032729-073 改訂 A GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド 2014/10/22
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ロール紙のセッ ト
ラベル用紙の準備

可動式黒マーク ・ センサーが中央のデフォル ト の位置に揃っている こ とを確認しま
す。 これは用紙検知の標準操作位置です。 センサーがデフォルトのラベル ・ ウェブ
( ギャ ップ ) 検知領域からずれる と、プ リ ンタは、整合が正し く行われている場合、黒
マークおよびダイカッ ト切り込み用紙しか検出しません。黒マークまたは純製品以外
の用紙の使用については、 50 ページの可動式黒マーク ・ センサーの使用を参照して
ください。

可動式
黒マーク ・ センサー

中心からずれた
黒マーク検知のみ

デフォルト  - ウェブ ( ギャップ ) 
検知標準操作位置
2014/10/22 GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073 改訂 A
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用紙セッ ト部へのロール紙の装着

1. プリ ンタを開きます。 解除ラ ッチ ・ レバーをプリ ンタの前面方向に引く こ とを忘
れないでください。

2. 用紙ロール・ホルダーを開きます。用紙ガイ ドを空いている方の手で引いて開き、
用紙ロールをロール ・ ホルダーに載せたらガイ ドから手を離します。 ロール紙が
プラテン ( ド ラ イブ ) ・ ローラーを通る と き、 印刷される面が上向きになるよ う
に用紙ロールの向きを定めます。
P1032729-073 改訂 A GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド 2014/10/22
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ロール紙のセッ ト
3. 用紙を引っ張って、 プリ ンタの前面から出るよ うにします。 ロールがスムーズに
回転するこ とを確認します。 ロールが用紙セッ ト部の底で動かない状態になって
いてはなり ません。 用紙の印刷面が上に向いているこ とを確認してください。

4. 用紙を両側の用紙ガイ ドの下に押し込みます。

5. 転写リボンを装着する必要がない場合は、 ト ップ ・ カバーを閉じます。 

6. プリ ンタの電源が入っている場合は、フ ィード･ボタンを押して用紙をフ ィード し
ます。 プリ ンタの電源が入っていない場合は、 電源を投入する前に、 本章記載の
プリ ンタの 「準備」 手順を完了してください。
2014/10/22 GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073 改訂 A
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転写リボンの装着
GT-Series™ プ リ ンタには柔軟な リボン ・ システムがあ り ます。 この リ ボン ・ システ
ムは、300 メートルと  74 メートルの純正 Zebra® リ ボンをサポート します。また、サー
ドパーティのリボンも、 内径 (I.D.) 25.4 ミ リ メートル (1 インチ ) のリボン用リボン ・
ロール巻芯アダプタ  2 つでサポート します。

熱転写リボンには数種類あ り、用途に応じて色を変えるこ と もできます。純正 Zebra®

転写リボンは、お手元のプリ ンタ と  Zebra ブランドの用紙で使用するために特別に設
計されています。Zebra® プリ ンタでの使用を承認されていない Zebra ブランド以外の
用紙やリボンを使用する と、 プ リ ンタや印刷ヘッ ドを損傷する場合があ り ます。

• 最適な印刷結果が得られるよ う、 用紙と リボンは適合するタイプにして くだ
さい。

• 印刷ヘッ ドの摩耗を防ぐため、 必ず用紙幅よ り幅の広いリボンを使用して く
ださい。 

• ダイレク トサーマル印刷の場合は、 プ リ ンタに リボンを装着しないでくださ
い。

• 空のリボン巻芯には、必ず、転写リボン ・ ロールの内径 (I.D.) と一致する巻芯
を使用して ください。 リ ボンにしわが寄ったり、 印刷に影響する問題が発生
するこ とがあ り ます。

プリ ンタには、 空になる と印刷を停止する リボン切れト レーラ  ( リ フレク ター ) を備
えた純正 Zebra® リ ボンを使用する必要があ り ます。純正の Zebra® リ ボンと リボン巻
芯には、 リボン ・ ロールをしっかり嵌め込んで、印刷中にス リ ップせずに駆動するた
めの切れ込みもあ り ます。

このプリ ンタ用の純正 Zebra® リ ボンは、 次のとおりです。 

• Performance Wax

• Premium Wax/Resin

• 合成紙用 ( 最大速度 6 ips) およびコート紙用 ( 最大速度 4 ips) の Performance
Resin

• 合成紙用 Premium Resin ( 最大速度 4 ips)

I.D.= 12.2mm 0.5 I.D.= 25.4mm 1.0
P1032729-073 改訂 A GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド 2014/10/22
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転写リボンの装着
リ ボンの使い方の詳細については、 54 ページのリボンの概要 を参照してください。

Zebra 転写リボンの装着

以下の手順を実行する前に、 リボンの包装紙を取り、のりの付いた先端部分をロール
から剥がして、 リボン装着の準備をします。

リボンと空のリボン巻芯のリボン巻芯左側に、上図のよ うな切れ込みがあるこ とを確
認します。そのよ うになっていない場合は、23 ページの非 Zebra 転写リボンの装着を
参照してください。

1. プ リ ンタを開き、 空の リボン巻芯をプ リ ンタの巻き取り スピン ドルに載せます。
空の巻芯の右側をスプリ ングの付いた ( 右側の ) スピンドルに押し付けます。 巻
芯を左側のスピンドルのハブの中心と合わせ、 切れ込みがう ま く整合してロ ッ ク
するまで巻芯を回転させます。

最初のリボン巻き取り芯は、 包装箱の中にあ り ます。 その後は、 リボン供給スピ
ンドルで空になった巻芯を、次のリボン・ ロールの巻き取りに使用してください。

重要 • 74m リ ボン

初期モデルのデスク ト ップ ・ プ リ ンタの リボン巻芯は絶対に使用しないでください。
旧式のリボン巻芯は、 巻芯の片側だけに切れ込みがあるタイプで、 大きすぎます。

注 • 切れ込みが損傷した ( 丸くなったり、 すり減ったり、 潰れたり した ) 巻芯は、 絶
対に使用しないでください。巻芯をスピンドルにロ ッ クするには、巻芯の切れ込みの
かどは、 垂直な四角でなければなり ません。 さ もないと、 巻芯がス リ ップして、 リボ
ンにしわが寄ったり、 リボンの終端検出がう ま くいかないなど、間欠的な障害が発生
します。

切れ込み
( 必ずリボンの
左側にあること )

のりの付いた先端

右側 ( プリンタ と
ロール )

74m リボンの
場合は、 右側にも
切れ込みがある
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2. 新しいリボン･ロールをプリ ンタの下側のリボン供給スピンドルに載せます。巻き
取り側での巻き取り芯の取り付けと同様に、 リボン ・ ロールを右側スピンドルに
押し付け、 左側をロ ッ ク します。

300m 74m
P1032729-073 改訂 A GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド 2014/10/22
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転写リボンの装着
3. リ ボンを巻き取り芯に取り付けます。 これには、 新しいロール先端の粘着部分を
使用するか、 またはテープを細長く切って使用して ください。 3 つの標準的な純
正 Zebra® リ ボンの幅を示すリボン巻芯の図を参照する と、転写リボンを用紙と供
給リボン ・ ロールにビジュアルに整合できます。 リボンが真っ直ぐ巻芯に巻き取
られるよ うに、 リボンを配置してください。 

上面図

ここに
合わせる

( 純正 
Zebra® 
リボンの
場合 )
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4. リ ボン巻き取りハブを、 その上部が後方に移動するよ うに回転させて、 リボンの
緩みをなく します。ハブを回転させるこ とで、 リボン巻き取り位置と供給リボン・
ロールの調整がしやすくなり ます。 リボン引き出し部は、 リボンで完全に覆われ
るよ うにします。

5. 用紙がセッ ト され印刷可能であるこ とを確認してから、 プ リ ンタ ・ カバーを閉じ
ます。 

6. プリ ンタの電源が入っている場合は、フ ィード ・ボタンを押し、少なく と も  20 cm
(8 インチ ) 用紙をフ ィード して、 緩みやリボンのしわをなく し、 リボンをスピン
ドルに整合させます。 プリ ンタの電源が入っていない場合は、 電源を投入する前
に、 本章記載のプリ ンタの 「準備」 手順を完了してください。

7. 印刷モード設定をダイレク ト ・ サーマル印刷から熱転写に変更して、 熱転写用紙
用にプリ ンタの温度プロファイルを設定します。 これはプリ ンタ ・ ド ラ イバ、 ア
プリ ケーシ ョ ン ・ ソフ ト ウェア、 またはプリ ンタ ・ プログラ ミ ング ・ コマンドで
行えます。

• ZPL プログラ ミ ングでプリ ンタ操作を制御する場合は、 メディア ・ タイプに
関する  ZPL II コマンド  (^MT) を参照して ください ( 『ZPL プログラ ミ ング ・
ガイ ド』 の指示に従ってください )。

• EPL ページ ・ モードでプリ ンタ操作を制御する場合は、 オプシ ョ ンに関する
EPL コマンド  (O)  を参照してください ( 『EPL ページ ・モード ・プログラマー
ズ ・ ガイ ド』 の指示に従ってください )。
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転写リボンの装着
8. ダイレ ク ト ･サーマル印刷から熱転写印刷へのモード変更を確認するには、 29
ページのテス ト印刷 ( 設定レポート ) で設定ラベルを印刷します。 プリ ンタの設
定ステータス･ラベルで、 ‘PRINT METHOD ( 印刷方法 )’ が ‘THERMAL-TRANS
（サーマルから転写へ） ’ となっているはずです。

これで、 プリ ンタの印刷準備は完了です。

非 Zebra 転写リボンの装着

Zebra 製でない転写リボンをプリ ンタに装着する場合は、Zebra リ ボン巻芯アダプタを
使用する必要があ り ます。 

このプリ ンタで非 Zebra リ ボンを使用するための最小要件は以下のとおりです。

• 巻芯内径 (I.D.) 25.4mm (1.0 インチ、 つま り  1.004 ～ 1.016 インチ )
素材 : ファ イバーボード。プラスチッ ク製の巻芯など、堅い素材のものでは正
し く動作しない場合があ り ます。

• リ ボンの幅 110 ～ 33mm (4.3 ～ 1.3 インチ ) 

• リ ボンの最大外径 66mm (2.6 インチ )

アダプタがある と、 リボンと巻芯を用紙 ( およびプリ ンタ ) の中心に合わせるのに便
利です。アダプタには、 リボン巻芯内側の柔らかいファイバーボードに嵌め込むため
の 「巻芯ロ ッ ク」 スプ リ ングと、 プ リ ンタに取り付けた時のプリ ンタ中心線からのス
ケールが付いています。

注意 • Zebra® プリンタでの使用を承認されていない Zebra ブランド以外の用紙や
リボンを使用すると、 プリンタや印刷ヘッ ドを損傷する場合があります。 イ メージ
品質も、 貧弱なリボン ・パフォーマンス ( 最大印刷速度、 インキ配合など )、 巻芯の
素材 ( 柔らかすぎるか、 堅すぎる )、 リボンのフ ィ ッ ト  ( 巻芯が緩いかきつい、 また
は最大外径 66mm の超過 ) によって影響される場合があります。 

「巻芯ロック」 スプリ

= 中心線
2014/10/22 GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073 改訂 A



転写リボンの装着
24
1. 空のリボン巻芯を リボン巻芯アダプタに装着します。 空のリボン巻芯の幅は、 リ
ボン ・ ロールと同じ  ( または、 それ以上 ) でなければなり ません。 巻芯の中心を
アダプタの中心線にほぼ揃えます。 ただし、 アダプタ と空の非 Zebra リ ボン巻芯
の代わりに、 空の Zebra リ ボン巻芯を使用するこ と もできます。 このプリ ンタに
は、 300m の空リボン巻芯が １  つ付属しています。

2. 非 Zebra リ ボン ・ ロールを リボン巻芯アダプタに装着します。 アダプタのフラン
ジを左側に向け、 図に示すよ うに リボンがロールの後ろ側に垂れるこ とを確認し
ます。 巻芯の中心をアダプタの中心線にほぼ揃えます。 

最大ロール幅 110m (4.3 インチ ) の場合、中央を揃える必要はあ り ません。最大幅
未満から最小幅 33mm (1.3 インチ ) までの場合は、 アダプタ上の目盛り付きス
ケールを使用して、 リボン ・ ロールを用紙とプリ ンタに合わせます。

フランジ - 左側に置く

リボンがロールの
後ろ側から垂れる

W= 110mm 4.3 W= 33mm 1.3
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転写リボンの装着
3. 空の巻芯の付いたアダプタを巻き取り スピンドル上に置き、 リボン ・ ロールの付
いたアダプタを下の供給スピンドル上に置きます。 巻芯アダプタの右側をスプリ
ングの付いた各右側スピンドルの円錐の先端に嵌め合わせます。 アダプタを引き
続き右側スピンドルに押し付けながら、 左側のスピンドル ・ ハブの方に回しなが
ら合わせます。アダプタ・フランジ上の切れ込みが左側スピンドルのハブ・スポー
クに嵌ってロ ッ クするまで、 アダプタ とハブを回転させます。
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4. リ ボンと空巻芯は、 以前の手順で取り付けの際に中心からずれた可能性があ り ま
す。 リボン ・ ロールと空巻芯が用紙 ( ラベル、 紙、 タグなど ) の中心に合ってい
るかど うか確認してください。 確認の際、 リボン巻芯アダプタ上の中央線スケー
ルを使用して位置決めを行う こ とができます。

使用する用紙に対して リボンの幅が十分かど うかの確認を忘れていた場合は、 こ
の時点で確認してください。 リ ボンの幅は、 印字ヘッ ドを保護するため、 ( ラベ
ル ・ ラ イナーまたは台紙部分を含め ) 用紙よ り広くな くてはなり ません。
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転写リボンの装着
5. リ ボンを巻き取り芯に取り付けます。 リボン引き出し部に純正 Zebra@ リ ボンの
よ うなのり付きの先端がない場合は、 細長く切ったテープを使用して、 リボンを
巻き取り芯に固定して ください。 リ ボンが真っ直ぐ巻芯に巻き取られるよ うに、
リボンを配置してください。

6. リ ボン巻き取りハブを、 その上部が後方に移動するよ うに回転させて、 リボンの
緩みをなく します。ハブを回転させる と、リボン巻き取り位置と供給リボン・ロー
ルの調整がしやすくなり ます。 巻き取り リボン芯には、 リボンを少なく と も  1 回
半巻き付けます。
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7. 用紙がセッ ト され印刷可能であるこ とを確認してから、 プ リ ンタ ・ カバーを閉じ
ます。 

8. プリ ンタの電源が入っている場合は、フ ィード ・ボタンを押し、少なく と も  20 cm
(8 インチ ) 用紙をフ ィード して、 緩みやリボンのしわをなく し、 リボンをスピン
ドルに整合させます。 プリ ンタの電源が入っていない場合は、 電源を投入する前
に、 本章記載のプリ ンタの 「準備」 手順を完了してください。

9. 印刷モード設定をダイレク ト ・ サーマル印刷から熱転写に変更して、 熱転写用紙
用にプリ ンタの温度プロファイルを設定します。 これはプリ ンタ ・ ド ラ イバ、 ア
プリ ケーシ ョ ン ・ ソフ ト ウェア、 またはプリ ンタ ・ プログラ ミ ング ・ コマンドで
行えます。

• ZPL プログラ ミ ングでプリ ンタ操作を制御する場合は、 メディア ・ タイプに
関する  ZPL II コマンド  (^MT) を参照して ください ( 『ZPL プログラ ミ ング ・
ガイ ド』 の指示に従ってください )。

• EPL ページ ・ モードでプリ ンタ操作を制御する場合は、 オプシ ョ ンに関する
EPL コマンド  (O)  を参照してください ( 『EPL ページ ・モード ・プログラマー
ズ ・ ガイ ド』 の指示に従ってください )。

10. ダイレ ク ト ･サーマル印刷から熱転写印刷へのモード変更を確認するには、 29
ページのテス ト印刷 ( 設定レポート ) で設定ラベルを印刷します。 プリ ンタの設
定ステータス･ラベルで、 ‘PRINT METHOD ( 印刷方法 )’ が ‘THERMAL-TRANS
（サーマルから転写へ） ’ となっているはずです。

これで、 プリ ンタの印刷準備は完了です。
P1032729-073 改訂 A GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド 2014/10/22



29
テスト印刷 ( 設定レポート )
テスト印刷 ( 設定レポート )
プリ ンタをコンピュータに接続する前に、プリ ンタが正常に作動しているこ とを確か
めます。  

これは設定レポート を印刷して確認できます。

1. 用紙が正常にセッ ト されて、 プ リ ンタの ト ップ ・ カバーが閉じているこ とを確か
めてください。 プ リ ンタの電源を投入してください ( まだ電源投入していない場
合 )。プ リ ンタの初期化中にステータス ・ ランプが緑色に点滅する場合 ( 一時停止
モード ) は、フ ィード ・ボタンを 1 回押して、プリ ンタをレディ  （印字可能） モー
ドに設定します。 プ リ ンタのステータス ・ ランプが緑色で持続点灯 ( レディ ) 状
態にならない場合は、 87 ページの ト ラブルシューティング を参照してください。

2. フ ィード ・ ボタンを 2 ～ 3 回押して、 プリ ンタでインス トールされている用紙の
キャ リ ブレー ト を行います。 このプロセスの間、 プ リ ンタは何枚かのラベルを
フ ィードするこ とがあ り ます。

3. ステータス ・ ランプが緑色に持続点灯している場合は、 ステータス ・ ランプが 1
回点滅するまでフ ィード ・ ボタンを押し続けてください。

4. フ ィード ・ ボタンを放してください。 設定レポートが印刷されます。

このラベルを印刷できない場合は、11 ページのプリ ンタを使用する前にを参照し
てください。
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Windows® プリンタ ・ ド ライバのプリインストール 
Zebra は、 Windows ベースの PC システムでプ リ ンタをインス トールおよび使用する
方法を変革します。 少な く と も、 ZebraDesigner™ Windows® ド ラ イバをプ リ インス
トールし、 Windows XP®  SP2 リ リース以降の Windows オペレーティング ・ システム
の簡便性の長所を利用するこ とをお勧めします。

Zebra が提供する  Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ テ ィ  (ZSU) は、 Zebra® プリ ンタ ・
ド ラ イバ、 ユーティ リ ティ、 および通信 / インス トール ・ ツールのスイート  と して、
大半の Windows PC オペレーティング ・ システムで使用できます。 Zebra セッ ト アッ
プ ・ ユーティ リ テ ィ と  Zebra Windows プ リ ンタ ・ ド ラ イバの最新バージ ョ ンは、 CD
および Zebra Web サイ ト  (www.zebra.com) で入手できます。

ZebraDesigner™ ド ラ イバと  Zebra セッ ト アップ・ユーティ リ ティ  ( ド ラ イバを含む ):
Windows 8®、Windows 7®、Windows Vista®、Windows XP®、Windows® 2000®、Windows
Server® 2008、 および Windows Server® 2003 の各オペレーティング ・ システムに対応
しています。 ド ライバは、 32 ビッ トおよび 64 ビッ トの Windows オペレーティング ・
システムに対応し、 Microsoft によって認定されています。 Zebra セッ ト アップ ・ ユー
テ ィ リ テ ィ と  ZebraDesigner ド ラ イバは、 次のプ リ ンタ通信インターフェ イ スをサ
ポー ト し ます :USB、 パラ レル、 シ リ アル、 有線 / 無線 Ethernet、 および Bluetooth
(Bluetooth 仮想プリ ンタ ・ ポート使用 )。

Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティのインス トールは、 プリ ンタに電源を投入する
前に行ってください ( プリ ンタの接続先は、 Zebra ド ラ イバ対応の Windows オペレー
ティング・システムを実行する  PC です )。Zebra セッ ト アップ・ユーティ リ ティから、
プ リ ンタの電源投入を促すプロンプ トが表示されます。引き続き指示に従って、プリ
ンタのインス トールを完了させます。

プラグ ・ アンド ・ プレイ  (PnP) プリンタ検出と  Windows® オペレーティング ・
システム

最近の Windows オペレーティング ・ システムは、 USB インターフェイスを介してプ
リ ン タが接続される と、 自動的にプ リ ン タ を検出し ます。 ハード ウ ェア設定と
Windows バージ ョ ンによっては、 プ リ ンタを USB ポート、 パラレル ・ ポート、 また
はシ リ アル・ポートのインターフェイスに接続する と、プラグ ・アンド ・プレイ  (PnP)
でプリ ンタが検出される場合があ り ます。 この時点では、 プリ ンタ ・ ド ラ イバは、 シ
リ アル ・ ポー ト の PnP インス トールに対応していません。 プ リ ンタ側のパラレル ・
ポート用 PC インターフェイス設定で、PnP 操作のための双方向通信がサポート され、
装備される必要があ り ます。

PC に初めてプ リ ンタを接続する と、 オペレーティ ング ・ システムが自動的に 「Add
new hardware ( 新しいハード ウェアの追加 )」 ウ ィザードを起動します。 Zebra セッ ト
アップ ・ユーティ リ ティでド ライバ ・ スイート をプ リ ロード している場合は、自動的
にプリ ンタ ・ ド ラ イバがインス トールされます。 Windows プリ ンタ ・ディ レク ト リに
移動し、 右ク リ ッ ク して 「プロパティ」 を選択します。 「テス ト ・ ページの印刷」 ボ
タンをク リ ッ ク し、 インス トールが正常に行われたこ とを確認します。

プリ ンタを USB インターフェイスに再接続したか、 または PC のオペレーティング ・
システム再起動の終了後にプ リ ンタの電源をオンにした場合は、 Windows オペレー
ティング ・システムがすでにインス トールされているプリ ンタを検出し、再リ ンク し
ます。 新規デバイス検出の警告を無視して、 タスク ・ バーのプロンプ ト を閉じます。
オペレーティング ・システムがプリ ンタ と ド ラ イバ・ ソフ ト ウェアの照合を終えるま
で、 数秒間待ちます。 警告が消え、 プリ ンタは印刷を開始できるよ うにな り ます。
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Windows® プリンタ ・ ド ライバのプリインストール
ユニバーサル ・ シリアル ・バス (USB) デバイス通信

USB インターフェイスの使用時には、プ リ ンタが ( ホス トでもハブでもない ) 端末装
置になり ます。このインターフェイスの詳細については、USB の仕様を参照してくだ
さい。

シリアル ・ ポート と  Windows® オペレーティング ・ システム

シ リ アル ・ ポート通信に関する  Windows オペレーティ ング ・ システムのデフォル ト
設定は、 プリ ンタのデフォルト設定とほとんど同じですが、データのフロー・ コン ト
ロール設定だけは異なり ます。 Windows のデフォルト ・データ ・ フロー ・ コン ト ロー
ル設定は NONE ( なし ) です。 GT-Series™ プリ ンタのデータ ・ フロー・ コン ト ロール
は、 Hardware ( ハードウェア ) に設定されている必要があ り ます。

イーサネッ ト

このプリ ンタ ・オプシ ョ ンでは、ネッ ト ワーク  (LAN または WAN) へのプリ ンタ接続
を支援し、 有線 / 無線 (Wi-Fi) プリ ンタを設定する様々な方法とユーティ リ ティ を提
供します。 Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティの設定ウ ィザードでは、 プ リ ンタの
IP アドレスを使用するこ とによ り、Windows ベースのシステムを含む共有ネッ ト ワー
ク上のプリ ンタへの接続を作成するこ とができます。プリ ンタには、プリ ンタ とネッ
ト ワークの設定への容易なアクセスを提供する内部 Web ページが組み込まれます。
これらの Web ページには、任意の Web ブラウザでプリ ンタの IP アドレスを使用して
アクセスできます。 ZebraNet™ Bridge ソフ ト ウェアの無料バージ ョ ンで、お客様のグ
ローバル ・ ネッ ト ワークのどこからでも、 自動 Zebra® プリ ンタ検出機能を使用して
1 つの PC 画面で Zebra® プリ ンタを最大 3 台まで一元的に展開、管理、および監視で
きます。 よ り多くの Zebra® プリ ンタを管理するには、 ZebraNet™ Bridge Enterprise を
購入してください。

注 • スキャナ、 スケールなどのデータ入力 ( 端末 ) 装置は、 プリ ンタへのデータ送信
に (USB ポートでなく ) シ リ アル ・ ポート を使用する必要があ り ます。

注 • 現時点で、 GT-Series™ プリ ンタは、 Windows® シ リ アル ・ ポート ・ プラグ ・ アン
ド ・ プレイ  (PnP) デバイス検出をサポート していません。
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コンピュータへのプリンタの接続
Zebra® GT-Series™ プリ ンタは、多様なインターフェイス・オプシ ョ ンと設定をサポー
ト しています。次のオプシ ョ ンと設定があ り ます :USB ( ユニバーサル・シ リ アル・バ
ス ) インターフェイス、 RS232 シ リ アル、 パラレル (IEEE 1284.4) および 10/100 イー
サネッ ト。

• USB、 シ リ アル、 およびパラレル

• オプシ ョ ン :USB および イーサネッ ト  ( 有線 )

Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティは、 これらのインターフェイスのインス トール
を支援するこ とを目的と しています。これらの物理的な各プリ ンタ通信インターフェ
イスの配線と固有のパラ メータについて、電源投入の前と直後に行う設定セッ ト アッ
プの選択に役立つよ うに、以降のページで説明します。Zebra セッ ト アップ・ユーティ
リ ティの設定ウ ィザードでは、適切な時にプリ ンタの電源を投入して、プリ ンタのイ
ンス トールを完了するよ うに指示されます。

インターフェイス ・ ケーブルの要件

データ ・ ケーブルは、完全シールド構造になっていて、金属または金属化されたコネ
クタ ・シェルが付いていなければなり ません。シールド されたケーブルおよびコネク
タには、 電気ノ イズの輻射および受信を防止する必要があ り ます。

ケーブルの電気ノ イズのピッ クアップを最小限にするには :

• ケーブルをできるだけ短くするこ と  (1.83m (6 フ ィート ) 推奨 )。

• データ ・ ケーブルと電源コードをきつく束ねないこ と。

• データ ・ ケーブルを電源ワイヤのコンジッ トに結び付けない。

.

注意 • インターフェイス ・ ケーブルを取り付けるときは、 電源スイッチをオフにして く だ
さい。 通信ケーブルの接続または切断を行う ときは、 その前に電源コードが電源装置とプ
リンタ後部の電源コンセン トに挿入されている必要があります。

重要 • このプ リ ンタは、 完全にシールド されたデータ ・ ケーブルを使用するこ とに
よ り、 FCC の 「規則と規制」 パート  15 ク ラス  B 装置に準拠しています。 シールド
されていないケーブルを使用する と、Class B の限度を超える輻射ノ イズが放出され
るおそれがあ り ます。
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USB インターフェイス 

USB （ユニバーサル・ シ リ アル ・バス） （バージ ョ ン 2.0 準拠） は、 既存の PC ハード
ウェアと互換性のある高速インターフェイスを提供します。 USB の 「プラグ ・ アン
ド ・プレイ」 設計によ り、 インス トールが簡単です。複数のプリ ンタが、単一の USB
ポート / ハブを共有するこ とができます。

USB ケーブル ( プリ ンタに付属しない ) を使用する と きは、 ケーブルまたはケーブ
ル ・ パッケージに USB 2.0 への準拠を保証する 「Certified USB™」 のマーク  ( 下図参
照 ) が付いているこ とを確認してください。

USB ケーブル
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シリアル ・ ポート ・ インターフェイス

GT-Series™ プリ ンタは、レガシー 888 プリ ンタ とのハード ウェア互換性のため、DCE
シ リ アル通信ポー ト を搭載しています。 ケーブルには、 一端に 9 ピン 「D」 タ イプ
(DB-9P) のオス ・ コネク タが装着されている必要があ り ます。 このコネクタをプリ ン
タ背面の対応するシ リ アル ・ ポー ト  (DB-9S) に差し込みます。 信号インターフェイ
ス ・ ケーブルのも う一端は、 ホス ト ・ コンピュータのシ リ アル ・ ポー ト に接続しま
す。 ケーブルは、 ヌル ・ モデム ( ク ロスオーバー信号接続 ) ケーブルです。 ピン配列
については、 付録 A を参照してください。

信頼できる通信を行うには、プリ ンタ とホス ト  ( 通常はコンピュータ ) 間のシ リアル・
ポート通信の設定を一致させる必要があ り ます。 ビッ ト / 秒 ( ボー ・ レート ) と フ
ロー ・ コン ト ロールが、 変更される最も一般的な設定です。 ホス ト  ( 通常は Windows
PC) のデータ ・ フロー ・ コン ト ロールは、 プ リ ンタのデフォルトの通信方法 ( 「ハー
ド ウェア」 ) に適合するよ うに変更される必要があ り ます。 ホス ト ・ ハンドシェイ ク
設定は DTR/Xon/Xoff です。 このハードウェア (DTR) / ソフ ト ウェア (Xon/Xoff) の
組み合わせモードは、 非 Zebra アプリ ケーシ ョ ン ・ ソフ ト ウェアでの使用、 または使
用しているシ リ アル・ケーブルのバリエーシ ョ ンに応じて、変更が必要になるこ とが
あ り ます。

プリ ンタ とホス ト ・コンピュータの間のシ リ アル通信は、以下の方法で設定できます。

• 自動ボー同期

• ZPL プログラ ミ ング ・ コマンド  ^SC

• EPL プログラ ミ ング ・ コマンド  Y

• デフォルト ・ プ リ ンタ設定によるプリ ンタの再設定

自動ボー

自動ボー同期機能によ り、プ リ ンタはホス ト ・ コンピュータの通信パラ メータ と自動
的に同期するこ とができます。 自動同期させるには次のよ うにします。

1. 緑色のステータス  LED が 1 回、 2 回、 そして 3 回点滅するまでフ ィード ・ ボタ
ンを押し続けてください。

2. ステータス  LED が点滅している間に、^XA^XZ コマンド ・シーケンスをプリ ン
タに送信します。

3. プリ ンタ とホス トが同期する と、 LED が緑色の持続点灯に変わり ます。 ( 自動
ボー同期中は、 ラベルは印刷されません )。

ZPL ^SC コマンド

通信設定 (^SC) コマンドを使って、 プリ ンタの設定を変更します。

1. プリ ンタ と同じ通信設定のホス ト ・ コンピュータで、^SC コマンドを送信して、
プ リ ンタを目的の設定に変更します。

2. 新しいプリ ンタの設定と一致するよ うに、 ホス ト ・ コンピュータの設定を変更
します。

このコマンドの詳細については、『ZPL プログラ ミ ング ・ガイ ド』 を参照してくだ
さい。
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EPL Y コマンド

シ リ アル ・ ポート設定 (Y) コマンドを使って、 プリ ンタの通信設定を変更します。

1. プリ ンタ と同じ通信設定のホス ト ・ コンピュータで、 Y コマンドを送信して、
プ リ ンタを目的の設定に変更します。 注 : Y コマンドは、 データ ・ フロー ・ コ
ン ト ロールの設定をサポート していないので、 Xon/Xoff 設定を使用してくだ
さい。

2. 新しいプリ ンタの設定と一致するよ うに、 ホス ト ・ コンピュータの設定を変更
します。

このコマン ドの詳細については、 『EPL ページ ・ モード ・ プログラ ミ ング ・ ガイ ド』
を参照して ください。

デフォルト ・ シリアル ・ ポート ・ パラ メータのリセッ ト

プリ ンタの通信パラ メータを工場出荷時のデフォルトに リセッ トするには、以下を実
行します ( シ リ アル通信設定は、 9600 ボー、 8 ビッ ト ・ ワード長、 パリティなし、 1
ス ト ップ ・ ビッ ト 、 および DTR/XON/XOFF データ ・ フロー ・ コン ト ロールです )。

1. 緑色のステータス  LED が 1 回点滅して一時停止、 2 回点滅して一時停止、 そし
て 3 回点滅するまでフ ィード ・ ボタンを押し続けます。 3 回点滅したら、 ただ
ちにボタンを放します。

2. テータス  LED が琥珀色と緑色に高速で点滅している と きに、 フ ィード ・ ボ
タンを押します。プリ ンタ とホス ト ・ コンピュータの間のシ リ アル通信は、ZPL
^SC コマンドまたは EPL Y コマンドで設定するこ とができます。

注 • EPL プログラ ミ ング言語を実行している  Zebra® プリ ンタの初期モデルでは、
デフォルトのシ リアル ・ポート設定が、 9600 ボー、パリティなし、 8 データ ・ ビッ
ト、 1 ス ト ップ ・ ビッ ト、 および HARDWARE ( ハードウェア ) と  SOFTWARE ( ソ
フ トウェア ) の結合したデータ・コン ト ロール ( 実質的には DTR/Xon/Xoff) という値
になっています。ほとんどのアプリケーシ ョ ンでは、Windows オペレーティング ・シ
ステムのフロー ・ コン ト ロール設定はハードウェアでした。

シリアル ・
ケーブル
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パラレル ・ ポート ・ インターフェイス

必要なケーブルは、 一端 ( ホス ト側 ) に 25 ピン 「D」 タ イプ (DB-25P) オス ・ コネク
タ、 も う一端 ( プリ ンタ側 ) に Centronics が装着されていなければなり ません (IEEE
1284 A-B パラレル ・ インターフェイス仕様 )。

パラレル ・ ケーブル
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イーサネッ ト ・ インターフェイス

プリ ンタには、 CAT-5 以上の UTP RJ45 イーサネッ ト ・ ケーブルが必要です。

互換性のあるイーサネッ ト ・ベースのネッ ト ワークで実行されるよ うにプリ ンタを設
定する詳細については、 ZebraNet® 10/100 内部プリン ト ・サーバのマニュアルを参照し
てください。プリ ンタは、 LAN ( ローカル・エリア ・ネッ ト ワーク ) または WAN ( ワイ
ド ・エリア ・ネッ ト ワーク ) 上で稼動するよ うに設定してください。プリ ンタに搭載さ
れたプリン ト ・ サーバには、 プリ ンタの Web ページからアクセスできます。

イーサネッ ト ・ ステータス / アクティ ビテ ィ ・ インジケータ

イーサネッ ト ・ケーブル 
(RJ45 コネクタ )

LED ステータス 説明

どちら もオフ イーサネッ ト ・ リ ンクの検出はなし

緑色 100 Mbps リ ンクを検出

緑色と琥珀色で点滅 100 Mbps リ ンク と イーサネッ ト ・ アクティ ビティを検出

琥珀色 10 Mbps リ ンクを検出

琥珀色と緑色で点滅 10 Mbps リ ンク と イーサネッ ト ・ アクティ ビティを検出

緑色の LED 琥珀色の LED
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プリンタ接続後の処理
プ リ ンタへの基本的な通信が可能になったら、 プ リ ンタの通信機能をテス ト し、 次
に、 プリ ンタ関係の他のアプリ ケーシ ョ ン、 ド ラ イバ、 またはユーティ リ ティ をイン
ス トールできます。

印刷で通信機能をテストする

印刷システムの動作の確認は、比較的簡単なプロセスです。Windows オペレーティン
グ ・ システムの場合は、 Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティか、 または Windows コ
ン ト ロール ・パネル の 「Printers and Faxes ( プリ ンタ と FAX)」 でテス ト ・ ラベルにア
クセスして印刷します。非 Windows オペレーティング ・ システムの場合は、 1 つのコ
マンド  (~WC) で 基本的な ASCII テキス ト ・ ファ イルをプ リ ンタにコピーして、 設定
ステータス ・ ラベルを印刷します。

Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティによるテス ト印刷 :

1. Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ ティを起動します。

2. 新し く インス トールしたプ リ ンタのアイコンをク リ ッ ク してプ リ ンタを選択し、
ウ ィンド ウ内でそのプリ ンタの下にあるプリ ンタ設定ボタンをアクティブにしま
す。

3. 「Open Printer Tools ( プリ ンタ ・ ツールを開く )」 ボタンをク リ ッ ク します。 

4. 「Print ( 印刷 )」 タブ・ウ ィ ンド ウで、「Print configuration label ( 設定ラベルの印刷 )」
行をク リ ッ ク し、「Send ( 送信 )」 ボタンをク リ ッ ク します。プリ ンタが設定ステー
タス ・ ラベルを印刷します。

Windows の 「Printer and Faxes ( プリ ンタ と FAX)」 メニューによるテス ト印刷 :

1. Windows の「Start ( スタート )」 メニュー・ボタンをク リ ッ ク して「Printers and Faxes
( プリ ンタ と FAX)」 メニューにアクセスするか、 「Control Panel ( コン ト ロールパ
ネル )」 から 「Printers and Faxes ( プリ ンタ と FAX)」 メニューにアクセスします。
メニューを開きます。

2. 新し く インス トールしたプリ ンタのアイコンを選択してプリ ンタを選択し、 マウ
スの右ク リ ッ クでプリ ンタの 「プロパティ」 メニューにアクセスします。 

3. プリ ンタの 「General ( 一般 )」 タブで、「Print Test Page ( テス ト ・ページの印刷 )」 ボ
タンをク リ ッ ク します。 プリ ンタが Windows テス ト印刷ページを印刷します。

(MS-DOS) 「コマンド ・プロンプ ト 」 ( または Windows XP のスタート ・ メニューから
「実行」 ) から、ネッ ト ワーク  (LAN または WAN) に接続したイーサネッ ト ・プ リ ンタ
でテス ト印刷 :

1. 次の 3 つの ASCII 文字を含むテキス ト ・ ファ イルを作成します :~WC

2. 次の名前でファイルを保存します :TEST.ZPL ( 任意のファイル名と拡張子 )
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3. プリンタの設定ステータス ・ ラベルのネッ ト ワーク ・ ステータスのプリン トアウ ト
から  IP アドレスを読み取ります。プリンタ と同じ  LAN または WAN に接続している
システムで、 Web ブラウザ ・ ウ ィンドウのアドレス ・バーに以下を入力し、 Enter を
押します。

fpt (IP アドレス )
( たとえば、 IP アドレスが 123.45.67.01 の場合 : ftp 123.45.67.01) 

4. ワード 「put」 の後にファ イル名を入力して、 Enter を押します。 この 「テス ト印
刷」 ファ イルの場合は、 次のよ うになり ます。 put TEST.ZPL 
プリ ンタが新しい印刷設定ステータス ・ ラベルを印刷します。

非 Windows オペレーティング ・ システムの場合、 コピーした ZPL コマンド ・ ファ イ
ルによるテス ト印刷 :

1. 次の 3 つの ASCII 文字を含むテキス ト ・ ファ イルを作成します :~WC

2. 次の名前でファイルを保存します :TEST.ZPL ( 任意のファイル名と拡張子 )

3. ファイルをプリ ンタにコピーします。 DOS の場合、 システムのパラレル ・ ポート
に接続されたプリ ンタへのファイル送信は、 次のよ うに簡単です : 

COPY TEST.ZPL LPT1

他のインターフェイス接続タイプやオペレーティング ・ システムの場合は、 コマ
ンド ・ ス ト リ ングが異なり ます。 このテス トの適切なプリ ンタ ・ インターフェイ
スにコピーする詳細については、 オペレーティング ・ システムのマニュアルを参
照してください。

プリンタによる印字

印刷システムと して操作する上での基本的なプリ ンタ設定は完了しています。 

次の手順では、 用紙、 および選択した用紙タイプ ( 感熱用紙 ( リ ボン非装着 ) または
熱転写 ( リ ボン使用 )) の印字制御パラ メータ、印字速度、印字濃度、用紙処理 ( 検知、
位置指定、 ディ スペンサ ・ オプシ ョ ン使用、 カッ ト ・ オプシ ョ ン使用 )、 ラベル、 レ
シート、 タグなど ) を設定します。次の章、 41 ページの印刷操作では、 プリ ンタ と用
紙の基本設定について説明します。上記のプリ ンタ ・オプシ ョ ンとバリエーシ ョ ンの
設定および操作の詳細については、 63 ページのプリ ンタ ・ オプシ ョ ンを参照して く
ださい。 上記の用紙 / 印刷制御パラ メータおよび操作のアクセス / 制御を行う最も簡
単な方法はプリ ンタ ・ ド ラ イバを利用するこ とです。

最後の手順では、 プリ ン ト アウ ト形式 ( ラベル、 レシート、 タグなど ) を整えます。
Zebra では、 ユーザーの CD または Zebra Web サイ トに、 Zebra プリ ンタ向けの印字設
計プログラム Zebra Designer の無料バージ ョ ンを用意しています。 このプログラムは
初心者を対象と したものである と と もに、拡張システムまたは上級プログラマ向けの
機能の一部についても対応しています。

また、 Zebra Web サイ トには、 システム管理者およびプログラマ向けに、 プ リ ンタの
導入、 保守、 更新、 統合を支援する情報、 ファームウェア、 ユーティ リ ティ、 アプリ
ケーシ ョ ンなども用意されています。 

すべてのセッ ト アップ、一般的な操作、および印刷フォーマッ ト設定はプログラ ミ ン
グによって行う こ とができるため、 一般に 「ユーザー」 が関与する こ とはあ り ませ
ん。 詳細は、 『ZPL プログラマーズ ・ ガイ ド』 を参照して ください。 また、 付属の CD
および Zebra Web サイ トでもご覧いただけます。

www.zebra.com
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印刷操作
このセクシ ョ ンでは、用紙と印刷の処理、 フォン ト と言語のサポート、 あま り一般的
ではないプリ ンタ設定のセッ ト アップについて説明します。 
2014/10/22 GT-Series™ ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073
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プリンタ設定の特定
ZPL および EPL ステータスについて、 プ リ ンタは設定レポート ・ プ リ ン ト アウ ト を
使用します。ZPL プリ ン ト アウ トには、EPL プリ ン ト アウ ト よ り も直観的で機能がわ
かりやすい命名表記が使用されます。 ステータス ・ ラベルには、 操作ステータス  ( 濃
度、 速度、 用紙タイプなど )、 インス トールされているプリ ンタのオプシ ョ ン ( ネッ
ト ワーク、 インターフェイス設定、 カッ ターなど )、 およびプリ ンタの説明 ( シ リ ア
ル番号、 モデル名、 ファームウェア ・ バージ ョ ンなど ) がすべて記載されます。 29
ページのテス ト印刷 ( 設定レポート ) を参照してください。 プ リ ンタの設定と、 プ リ
ンタ設定ステータス ・ ラベルに一覧されるプ リ ンタ設定を制御する  ZPL コマンドの
詳細については、 107 ページの付録 :ZPL 設定 を参照してください。

EPL スタイル ・プ リ ンタ設定ステータス ・ ラベルを取得するには、 プリ ンタに EPL U
コマンドを送信します。 各種の EPL U コマンドの詳細と、 これらのラベルに表示さ
れる設定の解釈については、 EPL のプログラマーズ ・ ガイ ドを参照してください。

印刷モード
このプリ ンタは、 次のさまざまなモード と用紙設定で操作するこ とができます。

• ダイレク トサーマル印刷 ( 感熱紙を使用した印刷 )

• 熱転写印刷 ( リ ボンを使用して用紙に熱転写印刷 )

• 標準切り取りモード : 印刷後ユーザーが各ラベルを切り取る  ( つま り、 ラベ
ル ・ ス ト リ ップをバッチ印刷する ) こ とができます。

• ラベル・ディ スペンス ・モード : オプシ ョ ンのディ スペンサがインス トールさ
れている場合、 印刷中に台紙をラベルから剥がすこ とができます。 このラベ
ルを取った後に、 次のラベルが印刷されます。

• 用紙のカッ ト : オプシ ョ ンの用紙カッターがインス トールされている場合は、
プ リ ンタはラベルの間のライナーやレシート用紙、 またはタグ ・ ス ト ッ クを
カッ トできます。

• スタンドアロン : プリ ンタは、コンピュータに接続されなくても、その自動実
行ラベル ・ フォーム機能 ( プログラ ミ ング ・ ベース ) か、 プ リ ンタのシ リ ア
ル ・ ポートに接続されたデータ入力装置を使用して、 印刷を行う こ とができ
ます。 このモードは、 スキャナ、 重量スケール、 Zebra® キーボード ・ ディ ス
プレイ ・ ユニッ ト  (ZKDU) などのデータ入力デバイスに対応します。

• 共有ネッ ト ワーク印刷 : イーサネッ ト ・ インターフェイス ・オプシ ョ ンで設定
されたプ リ ンタには、 ZebraLink™ プ リ ンタ設定 Web ページ を持つ内部プリ
ン ト ・サーバと、 ネッ ト ワーク上の Zebra® プリ ンタのステータスを管理およ
び監視するための ZebraNet™ Bridge ソフ ト ウェアが含まれます。
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印刷用紙のタイプ

このプリ ンタでは、 以下に示す各種の用紙を使用できます。

• 標準の用紙 - 大半の標準 ( 単票 ) 用紙では、裏面粘着式で個々のラベルまたは
一連のラベルがライナーに貼り付いています。

• 連続ロール用紙 - 大半の連続ロール用紙は感熱用紙 (FAX 用紙と同様 ) であ
り、 レシートやチケッ ト形式の印刷に使用されます。

• 台紙のない用紙 - 台紙のないラベルは裏面粘着式ですが、ライナーのない芯に
巻き取られています。 用紙には通常ミ シン目が入っており、 用紙の下部表面
に黒いマークがあ り、 ラベルの分離位置を示しているこ とがあ り ます。 台紙
なし用紙ラベルの上部表面には特殊コーティングが施され、 ラベルが互いに
張り付かないよ うにしてあ り ます。 台紙なし用紙をプ リ ンタにく っつかない
よ うに使用できるためには、 特別な台紙なしオプシ ョ ンがプ リ ンタに装備さ
れている必要があ り ます。

• タグ ・ ス ト ッ ク  - タグは通常、厚手用紙 ( 厚みは最大 0.19mm (0.0075 インチ ))
で作られています。 タグ ・ ス ト ッ クには粘着剤やライナーは付いていません。
通常、 タグ間にミシン目が入っています。

基本的な用紙タイプの詳細については、 表 1 を参照してください。

プ リ ンタには、通常、 ロール紙を使用しますが、折り畳み用紙などの連続紙を使用す
るこ と も可能です。必要な印刷タイプに応じて正しい用紙を使用してください。 リボ
ンなしで印刷する と きは、感熱用紙を使います。使用しないと印刷しません。 リボン
を使用する と きは、熱転写用紙を使用する必要があ り ます。使用しないと、 バーコー
ドおよび他の印字に歪みが生じるこ とがあ り ます。

サーマル印刷 - 取り扱い注意事項

重要 • Zebra では、 高品質の印刷を継続できるよ うに、 Zebra ブランドの純正品の使
用を強くお勧めしています。 プ リ ンタの印刷能力を向上させ、 印字ヘッ ドを長持ち
させるために、特別設計の紙製、ポ リプロピレン製、ポ リエステル製、およびビニー
ル製の用紙が広範に用意 さ れ て い ま す。 サ プ ラ イ 品の購入につい て は、
http://www.zebra.com/howtobuy をご覧ください。

注意 • 印字ヘッ ドは印刷中、 高温になります。 印字ヘッ ドの破損や作業者のケガの危険を
避けるため、 印字ヘッ ドには触れないようにして く ださい。 印字ヘッ ドのメンテナンスを
行う ときは、 清浄ペンのみを使用して ください。

注意 • 人体の表面や他の表面に蓄積する静電エネルギーの放電により、 この装置で使用さ
れる印字ヘッ ドや電子部品が破損、 または破壊されることがあります。 ト ップカバーの下
の印字ヘッ ドや電子部品を取り扱う際には、 静電気安全手順を守る必要があります。
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長期間のプリンタの不使用または保管
時間が経過する と、 印字ヘッ ドがプラテン ( ド ラ イブ ) ローラーにく っつく こ とがあ
り ます。 これを防ぐために、 プリ ンタを保管する と きには、 必ず、 印字ヘッ ド とプラ
テン ・ ローラーの間にメディア ( ラベルまたは用紙 ) を挟んでおきます。 用紙ロール
を装着したままプリ ンタを輸送しないでください。プ リ ンタが損傷するこ とがあ り ま
す。

表 1 • 用紙ロールと折り畳み用紙のタイプ

用紙タイプ 外観 説明

単票ロール用紙 ロール用紙は直径 12.7 ～ 38.1 mm (0.5 ～ 1.5 インチ ) の芯
に巻かれています。 ラベルは、 裏面粘着式でライナーに貼
り付けられており、 ギャ ップ、 穴、 切れ込み、 または黒
マークで区切られています。 タグは、 ミ シン目で区切られ
ています。 個々のラベルは、 次の 1 つまたは複数の方法で
区切られています。

• ウェブ用紙には、 ラベルを区切るギャ ップ、 穴、 または
切れ込みがあ り ます。 

• 黒マーク用紙には、 用紙裏面にあらかじめ黒マークが印
刷され、 ラベルの分離位置を示しています。 

• ミ シン目入り用紙には、 ミ シン目があ り、 ラベルやタグ
を簡単に切り離せます。 黒マークなど、 ラベルやタグの
分離位置を示すマークなども付いているこ とがあ り ま
す。
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感熱用紙のタイプの特定

熱転写用紙に印刷する場合はリボンが必要です。一方、感熱用紙ではリボンは不要で
す。特定の用紙について リボンを使用する必要があるかど うかを判別するには、用紙
のスク ラ ッチ ・ テス ト を実行します。

用紙スクラッチ ・ テスト を行うには、 以下の手順に従います。

1. 用紙の印字面を指の爪でまたはペンのキャ ップでこすり ます。 強く素早く押し付
けて、 用紙の印字面上を引っ掻きます。 感熱用紙は熱を加えられる と、 化学的に
印刷 ( 感光 ) されます。 このテス ト方法では、 用紙を感光させるのに摩擦熱を使
用しています。

2. 用紙に黒いスジが現れましたか ?

単票折り畳み用
紙

折り畳み用紙は、 ジグザクに折られた用紙です。 折り畳み
用紙は、 単票ロール用紙と同様、 ラベル分離位置があ り ま
す。 ラベルの分離位置は折り目または折り目付近になり ま
す。

連続ロール用紙 ロール用紙は直径 12.7 ～ 38.1 mm (0.5 ～ 1.5 インチ ) の芯
に巻かれています。 連続ロール用紙には、 ラベル分離位置
を示すギャップ、 穴、 切れ込み、 黒マークはあ り ません。
このため、 イ メージをラベル上の任意の場所に印刷できま
す。 ラベルの切り離しには、 カッ ターを使用できます。 連
続用紙の場合、 透過式 ( ギャ ップ ) センサーで用紙切れを
検出します。

表 1 • 用紙ロールと折り畳み用紙のタイプ ( 続き )

用紙タイプ 外観 説明

黒いスジの状態 用紙のタイプ

用紙に現れない 熱転写用紙です。 リボンが必要です。

用紙に現れる 感熱用紙です。 リボンは不要です。
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消耗品の取替え
印刷中にラベルやリボンがなくなった場合、プリ ンタの電源はオンのままにして装着
してください ( オフにする とデータロスが発生します )。 新規のラベルまたはリボン
のロールを装着したら、 フ ィードボタンを押して印刷を再開してください。

常に高品質で認証済みのラベル、 タグ、 リボンを使ってください。裏面が台紙に平ら
に粘着していないラベルを使用する と、台紙から離れたラベルの端がプリ ンタ内でラ
ベルガイ ド と ローラーにく っついて、 ラベルが台紙から剥がれ、プリ ンタの紙詰ま り
を引き起こすおそれがあ り ます。非認定のリボンを使用する と、誤って巻き込まれた
り、印字ヘッ ドを腐食する化学薬品が含まれている恐れがあ り、印字ヘッ ドが恒久的
な損傷を受ける可能性があ り ます。

新たに熱転写リボンを装着

リ ボンが印刷ジ ョブの最中になくなった場合は、 インジケータが赤色に変わり、新し
いロールが追加されるまでプリ ンタは待機します。

1. リ ボンを交換する と き、 プ リ ンタはオンのままにしてください。

2. ト ップカバーを開いて、 使用済みのリボンを切り取り、 巻芯を取り外します。

3. 新しいリボン ・ ロールおよび空になった巻芯を装着します。 必要に応じて、 リボ
ンの取り付け手順を参照してください。 注記 : 切れ込みの損傷した リボン巻芯は
絶対に使用しないでください。 切れ込みのかどは、 垂直な四角でなければなり ま
せん。

4. ト ップカバーを閉じます。

5. フ ィード ・ ボタンを押して、 印刷を再開します。

途中まで使用した熱転写リボンの取り替え

使用済み転写リボンを取り除くには、 次の手順を実行してください。

1. 巻取ロールから リボンを切り離します。

2. 巻取ロールを取り外し、 リボンの使用済み部分を捨てます。

3. 供給ロールを取り外して、 リボンの未使用部分の端をテープで止め、 リボンが解
けないよ うにします。 部分的に使用した リボンを再装着する場合は、 その切られ
た先端を空の巻取ロールにテープで貼り付けます。
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印字幅の調整
次の場合には印字幅の設定が必要です。 

• プリ ンタを初めて使用する と き。

• 用紙の幅が変更されたと き。

印字幅は、 次のいずれかで設定できます。

• Windows のプリ ンタ ・ ド ラ イバ、 または Zebra Designer™ などのアプリ ケー
シ ョ ン ・ ソフ ト ウェア

• 97 ページのフ ィード ・ ボタン ・ モード  での 5 回点滅シーケンス

• ZPL プログラ ミ ングによるプ リ ンタ操作の制御。 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガイ
ド』 で、 印字幅 コマンド  (^PW) を参照してください 。

• EPL ページ ・ モード ・ プログラ ミ ングによるプ リ ンタ操作の制御。 『EPL プロ
グラマーズ ・ ガイ ド』 で、 ラベル幅設定コマンド  (q) を参照してください。

印刷品質の調整
印刷品質は、 印字ヘッ ドの温度 ( 濃度 ) 設定、 印刷速度、 および使用する用紙によっ
て影響を受けます。 これらの設定をいろいろ試して、使用するアプリ ケーシ ョ ンに最
も適した組み合わせを見つけます。印刷品質は、Zebra セッ ト アップ・ユーティ リ ティ
の ‘Configure Print Quality ( 印刷品質の設定 )’ ルーチンで設定できます。 

相対濃度 ( または密度 ) の設定は、 次のいずれかで制御できます。

• 97 ページのフ ィード ・ボタン ・モード  での 6 回点滅シーケンス。 これは、ZPL
および EPL でプログラムされた濃度 / 密度設定を上書きします。

• 濃度の設定 (~SD) ZPL コマンド  ( 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガイ ド』 参照 )

• 濃度 (D) EPL コマンド  ( 『EPL プログラマーズ ・ ガイ ド』 参照 )。

印刷速度の調整が必要な場合は、 以下を使用します。

• Windows のプリ ンタ ・ ド ラ イバ、 または Zebra Designer™ などのアプリ ケー
シ ョ ン ・ ソフ ト ウェア

• 印字レート  (^PR) コマンド  ( 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガイ ド』 参照 ) 

• 速度の選択 (S) コマンド  ( 『EPL プログラマ ・ ガイ ド』 参照 )

 

注 • プリ ンタ と用紙の印刷速度の設定について、 用紙メーカーによる推奨事項が
提供されている場合があ り ます。一部の用紙タイプの最大速度は、プリ ンタの最大
速度よ り も遅い場合があ り ます。
2014/10/22 GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073 改訂 A



用紙の検知
48
用紙の検知
このプリ ンタには自動用紙検知機能があ り ます。プリ ンタは、常時わずかな違いを検
知して、用紙長を確認し調整するよ うに設計されています。いったん印刷が開始され
たり、用紙がフ ィード される と、プ リ ンタは継続的に用紙検知機能をチェッ クおよび
調整して、 ロールのラベルからラベル、用紙のロールからロールの用紙パラ メータの
わずかな変化に対応します。印刷ジ ョブまたは用紙フ ィードの開始時に、予期された
用紙長またはラベル間のギャ ップ長さが許容できる差異の範囲を超えた場合、自動的
に用紙長キャ リブレートが開始されます。プリ ンタ内の自動用紙検知は、EPL/ZPL の
ラベル･フォーマッ ト とプログラ ミ ングを使用するプ リ ンタ操作の両方に対して同様
に機能します。 

プリ ンタは、 デフォルトの最大ラベル長である  1 メートル (39 インチ ) をフ ィード し
ても ラベルや黒マーク （または黒線検知による切れ込み） を検出しない場合は、連続
用紙 ( レシート ) モードに切り替わり ます。 ソフ ト ウェア、 プログラ ミ ングまたはマ
ニュアル・キャ リブレートによって変更されるまで、プリ ンタは異なる用紙でこれら
の設定を保持します。

オプシ ョ ンと して、プ リ ンタの電源投入時または電源オンのままプリ ンタを閉じたと
き、用紙の短いキャ リブレート を行う よ うにプリ ンタを設定するこ とができます。そ
の場合、 プリ ンタは、 ラベルを数枚フ ィード しながらキャ リブレート します。

プリ ンタの用紙設定は、プリ ンタ設定ラベルを印刷するこ とで確認できます。詳細に
ついては、 29 ページのテス ト印刷 ( 設定レポート ) を参照してください。

自動用紙タイプ検出および検知機能でチェッ クできる最大長は、 ZPL 最大ラベル長コ
マンド  (^ML) で短縮できます。この長さは印刷する最大長ラベルの 2 倍以上に設定する
こ とをお勧めします。印刷する最大ラベルが 4 x 6 インチの場合、最大ラベル ( 用紙 ) 長
検出距離は 39 インチのデフォルト距離から  12 インチに減らすこ とができます。

プ リ ンタで用紙タイプの自動検出と自動キャ リブレートができない場合は、 93 ペー
ジのマニュアル・キャ リブレート を参照して、詳細なキャ リブレート を実行してくだ
さい。 このキャ リブレートでは、用紙に対するセンサーの動作がグラフと して印刷さ
れます。 この方法は、 4 回点滅フ ィード ・ ボタン ・ モードでプ リ ンタのデフォルト ・
パラ メータが工場出荷時の設定に再設定されるまで、プリ ンタの自動用紙検知機能を
無効にします。 詳細については、 97 ページのフ ィード ・ ボタン ・ モード  を参照して
ください。

自動用紙キャ リブレートは必要に応じて、 変更したり、 オン / オフを切り替えるこ と
ができます。印刷ジ ョブの状況によってはプリ ンタがロールの用紙をすべて使用する
こ とがあ り ます。 2 つの自動用紙条件 「用紙をセッ ト して電源をオン」 と 「電源がオ
ンの状態でプリ ンタを閉じる」 は、 ZPL 用紙フ ィード ・ コマンド  ^MF を使用して個
別に制御できます。 ZPL プログラマーズ ・ ガイ ドで説明されている  ^MF コマンドの
フ ィード ・ アクシ ョ ンは、 主に自動用紙検知およびキャ リブレートに使用されます。
動的な ( ラベルからラベルの ) 用紙キャ リブレート を制御する自動用紙キャ リブレー
トには、 ^XS コマンドを使用します。 用紙の長さや素材、 または検出方法 ( 透過式 /
ギャ ップ、 黒マーク、 切れ込み、 または連続 ) が異なる複数の用紙タイプが使用され
ている場合、 これらの設定は変更しないでください。
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用紙の検知
用紙のキャ リブレート と検出プロセスは、 プリ ンタにセッ ト された用紙タイプに一致
するよ うに調整できます。 用紙タイプを設定するには、 ZPL 用紙追跡コマンド  (^MN)
を使用しますプ リ ンタは、 事前印刷の用紙をラベル間のギャ ップと して検出した り、
印刷のある台紙を黒マーク と して検出するこ とがあり ます。連続用紙に ^MN パラ メー
タが設定されている場合は、 プリ ンタで自動キャ リブレートは行われません。 ^MN コ
マンドには、自動キャ リブレート ・パラ メータ  (^MNA) も含まれており、プリ ンタをデ
フォルト設定に戻して、 すべての用紙タイプを自動検出するこ とができます。
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可動式黒マーク ・ センサーの使用

可動式黒線センサーを使用する と、用紙 (または用紙ライナー) の裏側にある黒いマー
クや切れ込み ( 穴 ) などが用紙の中央に位置していない場合も、 これを使用するこ と
が可能になり ます。

可動式センサーの 2 番目の機能が、従来の Zebra® デスク ト ップ・プ リ ンタ ・センサー
の場所に一致した位置と、 それらの間の位置に対して調整可能な透過式ウ ェブ (
ギャ ップ ) 検知機能です。 これによ り、 標準外の一部の用紙や形が不規則な用紙を使
用できるよ うにな り ます。

可動式黒マーク ・ センサーは、 ウェブ ( ギャ ップ ) 検知でデフォルトの検知領域にな
い場合、 連続用紙やラベル ( ラベル間ギャ ップの感知 ) を正確に検知するこ とができ
ません。 53 ページのウェブ ( ギャ ップ ) 検知用の可動式センサーの調整 参照。

可動式黒マーク ・
センサー

中心からずれた
黒マーク検知のみ

デフォルト  - ウェブ 
( ギャップ ) 検知
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可動式黒マーク ・ センサーの使用
黒マークまたは切れ込みに合わせた可動式センサーの調整

黒マーク ・ センサーは、 センサーの検出器に戻るセンサーのビームを反射しない黒
マーク、 黒線、 切れ込み、 または穴などの無反射表面を用紙内で検索します。 セン
サー ・ ランプとその黒マーク検出器は、 センサー ・ カバーの下に並んでいます ( 暗色
のプラスチッ ク ・ カバーはセンサーの不可視光線に対して透光性があ り ます )。 

可動式センサーの整合矢印を黒マークの中央または用紙の下側の切れ込みに合わせ
ます。センサーの整合は用紙の端からできるだけ遠くに設定してください。そ うする
こ とでセンサー・ ウ ィンド ウの全体がマークでカバーされます。印刷時、用紙が左右
に ±1mm ずれる可能性があ り ます (用紙の違いおよび取り扱いによるエッジ破損によ
る )。 用紙の片側にある切れ込みも損傷する可能性があ り ます。

用紙をセッ ト します。 プリ ンタを閉じる前に、次の手順で可動式黒マーク ・センサー
を調整してください。

1. 用紙をロールの上にひっ く り返し、用紙の裏側 ( 印刷面ではない側 ) の黒マークま
たは切れ込みが見えるよ うにします。

黒マーク
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2. 可動式センサーを中央のデフォルト位置からスライ ド させ、黒マークに揃えます。
可動式センサー上の矢印を黒マークの中央に合わせます。 これは、 用紙の左右ど
ちらの側に位置したマークまたは切れ込みにも当てはま り ます ( 図は左側 )。
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可動式黒マーク ・ センサーの使用
ウェブ ( ギャップ ) 検知用の可動式センサーの調整

可動式センサーでは、 従来の Zebra® デスク ト ップ ・ プ リ ンタ ・ モデルで使用される
ウェブ / ギャ ップ位置と標準外の一部の用紙設定をサポート しています。 固定された
中央位置に一般的なウェブ ( ギャ ップ ) 検知機能を備えたプリ ンタや、 デフォルト位
置に可動式センサーがセッ ト されたプ リ ンタは、 ロール上に並べられたラベルの
ギャ ップ検知を可能にするために、プリ ンタの中央からオフセッ ト されています。以
下を参照してください。

可動式センサーでのウェブ ( ギャ ップ ) 検知は、 センサーの整合矢印が整合キーのい
ずれかの位置をポイン トする と きにのみ機能します。ラベル間のギャップを検知する
には、センサーをラベル ( または他の用紙 ) と整列させる必要があ り ます。上の例は、
中央揃えの位置が使用されている場合にセンサーがセッ ト される場所を示していま
す。 2 つ上げたラベル設定ではラベルの検知に失敗し、「デフォルト 」 位置のセンサー
で、 ラベルとそれらの間のギャ ップを検出できます。

• デフォルト  - Zebra モデル :G-Series™ 固定位置センサー、 LP/TLP 2842™、
LP/TLP 2844™、 LP/TLP 2042™

• 中央揃え - Zebra モデル :LP/TLP 2742™

C
L

デフォルトのギャップ検知位置

調整範囲 - 左から右

デフォルト中央揃え
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リボンの概要
リ ボン とは、 熱転写処理の際に用紙に転写されるワ ッ ク ス、 レジン、 またはワ ッ ク
ス ・ レジンで片面がコーティングされた薄いフ ィルムです。 リボンを使用する必要が
あるかど うか、および使用する リボンの幅はどのく らいかは、用紙によって決ま り ま
す。 リボンを使用する場合、使用する用紙の幅よ り広いリボンを使用する必要があ り
ます。 リ ボンの幅が用紙の幅よ り も狭いと、 印刷ヘッ ドの領域が保護されず、 印刷
ヘッ ドの寿命を縮めるおそれがあ り ます。

リボンを使用するケース

熱転写用紙に印刷する場合はリボンが必要です。一方、感熱用紙ではリボンは不要で
す。 感熱用紙はリ ボン と組み合わせて使用しないでください。 バー ・ コードやグラ
フ ィ ッ クスがゆがむこ とがあ り ます。特定の用紙でリボンを使用する必要があるかど
うかを判別するには、 用紙のスク ラ ッチ ・ テス ト を実行してください (55 ページのリ
ボンのスク ラ ッチ ・ テス ト参照 )。

リボンのコーテ ィング面

リ ボンのコーティング面は、 ロールの内側の場合と外側の場合があ り ます。 このプリ
ンタでは、 外側がコーティ ングされた リ ボンしか使用できません。 特定の リ ボンで
コーティング面が内側か外側か明確でない場合は、粘着性テス ト またはリボンのスク
ラ ッチ ・ テス ト を行い、 コーティング側を確認してください。

リボンのコーテ ィング面は、 この手順で判別します。

リボンの粘着性テスト

ラベルを使用できる場合、粘着性のテス ト を実行して、 リボンのコーティング面を判
別します。 この方法は、 すでに装着されている リボンに対して非常に有効です。

粘着性テストは、 以下の手順に従います。

1. ラベルをライナーから剥がします。

2. ラベルの粘着面の端を リボンの外側の表面に押し付けます。

3. ラベルを リボンから剥がします。

4. 結果を観察します。 リボンのインクが少しでもラベルに付いていますか ?

外側 内側 - サポート されていない

リボンからのインクの状態 手順 ...

ラベルに付いている リボンの外側がコーティングされています。
プ リ ンタで使用できます。 

ラベルにインクが付かなかった リボンの内側がコーティングされています。
プ リ ンタには使用できません。 
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折り畳み用紙の印刷
リボンのスクラッチ ・ テスト

ラベルを使用できない場合、 リボンのスク ラ ッチ ・ テス ト を実行します。

リボンのスクラッチ ・ テストは、 以下の手順に従います。

1. リ ボンをロールから少し引き出します。

2. リ ボンの引き出した部分を、リボンの外側が用紙と接するよ うに用紙に置きます。

3. リ ボンの引き出した部分の内側を指の爪でこすり ます。

4. リ ボンを用紙から外します。

5. 結果を観察します。 用紙にリボンの跡が付きましたか ?

折り畳み用紙の印刷
折り畳み用紙に印刷するには、 用紙ガイ ドの停止位置を調整する必要があ り ます。

1. ト ップ ・ カバーを開きます。

リボンの跡 結果 ...

用紙にリボンの跡が付いている リボンの外側がコーティングされています。
プリ ンタで使用できます。 

用紙にリボンの跡が付いていな
い

リボンの内側がコーティングされています。
プリ ンタには使用できません。 

折り畳み用紙の
通し方
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2. 用紙ガイ ドの停止位置を緑色のつまみを使って調整します。 折り畳み用紙を 1 枚
使って停止位置を設定します。 用紙ガイ ドの幅を広げるにはつまみを手前に回し
ます。 用紙ガイ ドの幅を狭くするにはつまみを向こ う側に回します。

3. プリ ンタ後部のスロ ッ トに用紙を差し込みます。

4. 用紙を用紙ガイ ド と ロール ・ ホルダーの間に通します。

5. ト ップカバーを閉じます。 

ラベル数枚の印刷またはフ ィード後 : 用紙の中心がずれたり  ( 左右に動いたり )、 プ
リ ンタから出てく る と きに用紙 ( 台紙、 タグ、紙など ) のサイ ド  が擦れたり損傷する
場合は、 用紙ガイ ドまたはロール ・ ホルダーをさらに調節する必要があ り ます。 
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外付けロール紙の印刷
外付けロール紙の印刷
GT-Series™ プ リ ンタは、 折り畳み用紙のサポート と同様に、 外付けのロール用紙も
サポート します。 このプリ ンタでは、 ロールから低い初期慣性で用紙が引き出される
よ うに、 用紙ロールとスタンドを組み合わせる必要があ り ます。

現在の時点で、Zebra は GT-Series™ プリ ンタには外部用紙オプシ ョ ンを提供していま
せん。

外付けロール用紙に関する考慮事項

• 用紙はプ リ ンタ後部の折り畳み用紙スロ ッ ト を通して、 プ リ ンタの背後から
直接挿入される必要があ り ます。用紙の装着については 55 ページの折り畳み
用紙の印刷 を参照してください。 

• モーターの失速を避けるため、 印刷速度は遅めにして ください。 完全な停止
状態から ロールを回し始める と、 プ リ ンタは用紙を動かす際に最大の慣性
モーメン ト をク リ アする必要があ り ます。 用紙ロールの直径が大きいと、 プ
リ ンタのド ラ イブ ・ モーターは、 ロールを回すためによ り多くの トルクを生
成する必要があ り ます。

• 用紙はスムーズに抵抗な く移動する必要があ り ます。 用紙は用紙スタンドに
取り付けられている と き、 滑った り、 スキップした り、 ガタガタした り、 巻
きついたり して動く こ とがあってはな り ません。

• プリ ンタ と用紙ロールが接触しないよ うにします。

• プリ ンタが滑ったり作業面から持ち上がらないよ うにします。
2014/10/22 GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073 改訂 A



フォン ト とプリンタ
58
フォン ト とプリンタ
GT-Series™ プ リ ンタは、 多様な内部フォン ト、 オンボード ・ フォン ト ・ スケーリ ン
グ、国際フォン ト ・セッ ト 、文字コード ・ページのサポート、Unicode サポート、 フォ
ン トのダウンロードなどによって、 言語とフォン トの要件に対応しています。 

GT-Series™ プリ ンタのフォン ト機能はプログラ ミ ング言語に依存しています。EPL™
プログラ ミ ング言語は、基本的なビッ トマップ ・ フォン ト と国際コード ・ページを提
供します。 ZPL™ プログラ ミ ング言語は、高度なフォン ト ・ マッピングとスケーリ ン
グ技術によ り、 アウ ト ラ インフォン ト  (TrueTypeaª または OpenTypeaª) と  ユニコード
文字マッピング、および基本的なビッ トマップ・ フォン トや文字コードページに対応
しています。 ZPL と  EPL のプログラ ミ ング ・ ガイ ドでは、 フォン ト 、 コードページ、
文字アクセス、 フォン ト ・ リ ス ト 、各プリ ンタのプログラ ミ ング言語の制限について
説明しています。 テキス ト、 フォン ト、 および文字のサポートについては、 プリ ンタ
のプログラ ミ ング ・ ガイ ドを参照してください。

GT-Series™ プ リ ンタには、 両方のプ リ ンタ ・ プログラ ミ ング言語で、 プ リ ンタへの
フォン トのダウンロードをサポートするユーティ リ ティやアプリ ケーシ ョ ン・ ソフ ト
ウェアが含まれています。 

GT-Series™ プ リ ンタには、 簡体字や繁体字をサポートする常駐フォン トが含まれて
います。

コード ・ ページを使用したプリンタのローカライズ

GT-Series™ プリ ンタは、 2 つの主要プリ ンタ ・プログラ ミ ング言語をサポート してい
ます (ZPL と  EPL)。 各プログラ ミ ング言語は、 地域、 ロケール ( 言語 )、 および文字
セッ ト をサポートするフォン ト ・ セッ ト を備えています。 このプリ ンタは、一般的な
国際文字マップ・コードページによるローカライズと一部の設定ステータスのプリ ン
ト アウ ト をサポート しています。 

• ユニコードを含む ZPL コード ・ ページのサポートについては、 ZPL プログラ
マーズ ・ ガイ ドで ^CI コマンドを参照してください。

• ZPL 設定ステータス ・プ リ ン ト アウ ト言語については、ZPL プログラマーズ ・
ガイ ドで ^KL コマンドを参照して ください。 リ リースの時点で、 GT800 GT-
Series™ プリ ンタは、 このコマンドで中国語をサポート していません。

• EPL コード ・ ページのサポートについては、 EPL プログラマーズ ・ ガイ ドで
I コマンドを参照してください。

重要 • 工場でプリ ンタにインス トールされた一部の ZPL フォン トは、ファームウェア
の リ ロードや更新で、 プ リ ンタにコピーした り、 複製した り、 復元した りできませ
ん。 これらのライセンスで制約された ZPL フォン ト を、 明示的な ZPL オブジェク ト
削除コマンドで削除した場合は、再購入して、 フォン トのアクティベーシ ョ ンと イン
ス トールのユーティ リ テ ィで再インス トールする必要があ り ます。 EPL フォン ト に
は、 この制約あ り ません。
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フォン ト とプリンタ
ご使用のプリンタのフォン トの識別

プ リ ン タではフォン ト と メ モ リ はプログラ ミ ング言語に共有されています。 GT-
Series™ プリ ンタでは、 多数のメモ リ領域にフォン ト をロードできます。 ZPL プログ
ラ ミ ングでは EPL と  ZPL のフォン ト を認識できます。 EPL プログラ ミ ングでは EPL
フォン トのみを認識できます。 フォン ト とプ リ ンタ ・ メモ リの詳細については、各プ
ログラマーズ ・ ガイ ドを参照してください。

ZPL フォン ト :

• ZPL 印刷操作用のフォン ト を管理しダウンロードするには、Zebra セッ ト アッ
プ ・ ユーティ リ ティ または ZebraNet™ Bridge を使用します。

• プリ ンタにロード されたすべてのフォン ト を表示するには、 プ リ ンタに ZPL
コマン ド  ^WD を送信します。 詳細については、 『ZPL プログラマーズ ・ ガイ
ド』 を参照して ください。

• さまざまなプリ ンタのメモ リ領域のビッ トマップ ・ フォン トは、 ZPL の .FNT
ファイル拡張子によって識別されます。 

• スケーラブル・ フォン トは、ZPL の .TTF、 .TTE または .OTF ファ イル拡張子
で識別されます。 EPL では、 これらのフォン トはサポート されません。

EPL フォン ト :

• EPL 印刷操作用フォン ト をダウンロードするには、 Zebra セッ ト アップ ・ユー
ティ リ ティ または ZebraNet™ Bridge を使用してファ イルをプ リ ンタに送信し
ます。

• EPL で使用できるソフ ト ・フォン ト  (ext.) を表示するには、プ リ ンタに EPL コ
マンド  EI を送信します。 

• 表示される  EPL フォン トはすべてビッ トマップ・フォン トです。これらには、
.FNT ファ イル拡張子や、上記の ZPL フォン トで説明されているよ うな、 ZPL
コマン ド  ^WD で表示される横方向 (H) や縦方向 (V) の指定子は含まれませ
ん。

• EPL プログラ ミ ングで非アジア系 EPL フォン ト を削除するには、EK コマンド
を使用します。 

• EPL アジア系フォン ト をプ リ ンタから削除するには、 ZPL ^ID コマンドを使
用します。
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スタンド ・ アロン印刷
プ リ ンタは、 コンピュータに接続せずに動作するよ うに設定できます。 プ リ ンタに
は、 自動的に単一ラベル ・ フォームを実行する機能があ り ます。 端末やウェッジ ・デ
バイスまたは Zebra® KDU ( キーボード ・ディ スプレイ ・ ユニッ ト ) を使用してラベ
ル ・ フォームを呼出し、 1 つ以上のダウンロード済みラベル ・ フォームにアクセスし
て実行するこ とができます。 これらの方法によって、開発者はスキャナや重量スケー
ルなどのデータ入力デバイスをシ リ アル・ポート を介してプリ ンタに組み込むこ とが
できます。

ラベル・ フォーマッ トは、以下のラベルをサポートするプリ ンタで開発し保存できま
す。

• データ入力を必要とせず、 フ ィード ・ ボタンを押すと印刷される。

• データ入力を必要とせず、 プ リ ンタのオプシ ョ ンのディ スペンサから ラベル
が取り外されたと きに印刷される。

• 端末またはウェッジ ・デバイスを介して入力される  1 つ以上のデータ変数が
ある。 最後の変数データ ・ フ ィールドが入力された後にラベルが印刷される。

• ラベル ・ フォームを実行する よ う にプログラ ミ ングされたバーコードのス
キャンによって呼び出されるラベル ・ フォーマッ トが 1 つ以上ある。

• ラベル ・ フォームがプロセス ・チェーンと して動作するよ う設計されており、
各ラベルがプロセス ・ シーケンスの次のラベルを実行するよ うにプログラ ミ
ングされたバーコードを含む。

どちらのプリ ンタ ・プログラ ミ ング言語も、電源を入れ直したり リセッ ト した後に自
動的に実行される特殊な ラベル ・ フ ォームをサポー ト し ています。 ZPL は
AUTOEXEC.ZPL とい う名のファ イルを検索し、 EPL は AUTOFR とい う名のラベ
ル ・ フォームを検索します。 両方のファ イルがプリ ンタにロード されている場合は、
AUTOEXEC.ZPL のみが実行されます。EPL AUTOFR フォームは無効になるまで実行
されます。 これらのファイルを完全に削除するには、両方のファイルをプリ ンタから
削除した後で、 リセッ ト または電源を入れ直す必要があ り ます。

このプリ ンタは、 パラレル ・ポート とシ リ アル ・ ポートで共有される  5 ボルトの回線
で最大 750mA まで給電できます。 プ リ ンタのシ リ アル ・ ポート ・ インターフェイス
の詳細については、 付録 A を参照してください。

注 • GT-Series™ EPL コマンド  AUTOFR は、NULL 文字 (00hex または ASCII 0) によっ
てのみ無効にでき ます。 このプ リ ン タは、 他の大半の EPL プ リ ン タでは通常
AUTOFFR フ ォーム操作を無効にする文字、 つま り  XOFF 文字 (13 hex または
ASCII19) を無視します。
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プリンタへのファイル送信
グラフ ィ ッ クス、 フォン ト、 およびプログラ ミ ング ・ ファ イルは、 ユーザーの CD ま
たは www.zebra.com で入手できる  Zebra セッ ト アップ・ユーティ リ ティ  ( およびド ラ
イバ )、ZebraNet™ Bridge、または Zebra® ZDownloader を使用して、Microsoft Windows
オペレーティング ・システムからプリ ンタに送信するこ とができます。 これらの方法
は、 両方のプログラ ミ ング言語と  GT-Series™ プリ ンタに共通です。

印刷メーター
GT-Series™ プ リ ンタには、 印字ヘッ ドのメ ンテナンス ・ アラー ト を報告する機能が
あ り ます。 このプリ ンタは、 ク リーニング機能と、計算された印字ヘッ ドの寿命の終
わり を前もって警告するアラート を提供できます。 RTC ( リ アルタイム ・ ク ロ ッ ク )
がプリ ンタにインス トールされている場合は、印字ヘッ ドの寿命と履歴のレポートに
日付も含まれます。デフォルトでは、印刷メーター・アラートは無効になっています。 

印刷メーターのメ ッセージと レポート の多くは、 カスタマイズ可能です。 印刷メー
ターの詳細については、 『ZPL または EPL プログラ ミ ング ・ ガイ ド』 を参照してくだ
さい。

印刷メーター・アラート を有効にするには、次のコマンドの 1 つをプリ ンタに送信し
ます。

• EPL コマンド  oLY 

• ZPL コマンド  ^JH,,,,,E 
2014/10/22 GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073 改訂 A

http://www.zebra.com


印刷メーター
62
 

メモ • _____________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________
P1032729-073 改訂 A GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド 2014/10/22



4
プリンタ ・ オプシ ョ ン
このセクシ ョ ンでは、一般的なプリ ンタ ・オプシ ョ ンやアクセサリに関する簡単な説
明と、 その使用方法や設定方法について説明します。
2014/10/22 GT-Series™ ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073

目次

ラベル ・ ディスペンサ ・ オプシ ョ ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 64
カッ ター ・ オプシ ョ ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 67
ZebraNet® 10/100 内部 ( 有線 ) プリン ト ・ サーバ ・ オプシ ョ ン . . . . . . . . . . . . . . . . . . 70
Zebra® ZKDU — プリンタ ・ アクセサリ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 72 
ZBI 2.0™ — Zebra Basic Interpreter . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 72



ラベル ・ ディスペンサ ・ オプシ ョ ン
64
ラベル ・ ディスペンサ ・ オプシ ョ ン
工場出荷時にインス トールされたラベル ・ディ スペンサ ・ オプシ ョ ンを使用する と、
印刷時にラベルの裏 ( ライナー / 透過式用紙 ) が剥がされるので、 印刷後すぐに貼り
付けるこ とができます。 複数のラベルを印刷する場合は、 排出された ( 剥離された )
ラベルを取り除く と、 プ リ ンタに次のラベルの印刷と排出を指示する こ とができま
す。

ディ スペンサ ・ モードを正し く使用するには、 プ リ ンタ ・ ド ラ イバを使用して、 長
さ、単票 ( ギャ ップ )、および透過式 ( ライナー ) を含む典型的なラベル設定でラベル
( 剥離 ) ・ センサーを起動します。 それ以外の場合は、 プリ ンタに ZPL または EPL プ
ログラ ミ ング ・ コマンドを送信しなければなり ません。

ZPL でプログラ ミ ングする場合は、 以下のコマン ド ・ シーケンスを使用できます。
ZPL プログラ ミ ングの詳細は、 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガイ ド』 を参照して ください。

^XA ^MMP ^XZ
^XA ^JUS ^XZ

EPL でプログラ ミ ングする場合は、オプシ ョ ン (O) コマンド と  P コマンド ・パラ メー
タ  (OP) を一緒に送信して、 ラベル剥離センサーを有効にします。 他のプ リ ンタ ・ オ
プシ ョ ン ・パラ メータも、 オプシ ョ ン ・ コマンド ・ ス ト リ ングに含めるこ とができま
す。 EPL プログラ ミ ングと、オプシ ョ ン (O) コマンドの動作についての詳細は、 『EPL
プログラマーズ ・ ガイ ド』 を参照してください。

1. プリ ンタにラベルをロード します。プ リ ンタを閉じて、ラベルがプリ ンタから  100
mm (4 インチ ) 排出されるまで、 フ ィード ・ ボタンを押します。 排出されたラベ
ルをライナーから取り去ってください。
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ラベル ・ ディスペンサ ・ オプシ ョ ン
2. ライナーをプリ ンタの上部に持ち上げ、 ディ スペンサ ・ ドアを開きます。

3. ディ スペンサ ・ ドアとプ リ ンタ本体の間にラベル ・ ラ イナーを挿入します。
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4. ディ スペンサ ・ ドアを閉じます。

5. フ ィード ・ ボタンを押して用紙を前送り します。

6. 印刷ジ ョブ中、 ラベルは台紙から剥がされて、 単独で送り出されます。 プリ ンタ
からラベルを取り除いて、 プリ ンタに次のラベルを印刷させます。 注記 : ソフ ト
ウェア ・ コマンドで、 ラベル剥離センサーを有効にして、 送り出された ( 剥離さ
れた ) ラベルの除去を検出しないと、 プ リ ンタがスタ ッ ク し、 剥がれたラベルを
排出します。
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カッ ター ・ オプシ ョ ン

プリ ンタには、 ラベル ・ ラ イナー、 タグ、 レシート用紙などの全幅でカッ トできる、
工場出荷時設定の用紙カッ ター ・ オプシ ョ ンがあ り ます。 これらのカッ ター ・ オプ
シ ョ ンは、すべて、単一のカッター筐体設計でサポート されています。 プリ ンタにイ
ンス トールされているカッ ター・オプシ ョ ンのタイプは、プリ ンタ設定レポート を印
刷して確認できます。 カッ ター ・ オプシ ョ ンには次のものがあ り ます。

• 中量カッター : ラベル ・ ラ イナーと軽量タグ用紙のカッ ト  ( ライナー / タグ )
紙の最大重量 ( 厚み ): 最大 180 g/m2 (0.0077 インチ )
寿命 *:200 万回カッ ト :0.5 ミルから  5 ミル ・ ス ト ッ ク  (10 ～ 120 g/m2)

100 万回カッ ト :5 ミルから  7.5 ミル ・ ス ト ッ ク  (120 ～ 180 g/m2)
75 万回カッ ト :7.5 ミルから  10 ミル (180 ～ 200 g/m2)

* - 最大用紙重量 ( 密度 / 硬さ ) および厚みを超えると、カッターの耐用期間が短
くなり、カッターが正常に作動しないこ とがあります ( ジャムなどのエラー)。

• カッ ト幅 : 最大 108 mm (4.25 インチ ) ～ 最短 19 mm (0.75 インチ )

• カッ ト間の最短距離 ( ラベル長 ):25.4 mm (1 インチ ) カッ ト間の長さがこれよ り短
い用紙をカッ トすると、 カッター ・ ジャムやエラーが発生するこ とがあります。

• カッ ター操作にはデフォルトで、 25 回カッ トするたびにカッ ターのセルフク
リーニングを行う予防メンテナンス ・ ク リーニング ・ カッ トが含まれていま
す。 この機能は、 ZPL または SGD (Set/Get/DO) プログラ ミ ング ・ コマン ド
(cutter.clean_cutter) で無効にできますが、 これはお勧めできません。

警告 • カッ ター ・ ユニッ トにはオペレータによる修理が可能なパーツはありません。
カッ ター ・ カバー ( ベゼル ) は絶対に取り外さないで ください。 カッ ター装置に物や指
を挿入しないで ください。

重要 • ツール、 綿棒、 溶剤 ( アルコールを含む ) などはすべて、 使用する と損傷を引
き起こした り、 カッ ターの耐用期間が短くなったり、 カッ ターのジャムを引き起こす
恐れがあ り ます。
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カッ ター ・ オプシ ョ ンでの用紙の装着

1. プリ ンタを開きます。 解除ラ ッチ ・ レバーをプリ ンタの前面方向に引く こ とを忘
れないでください。

2. ラベルまたは連続用紙に対し用紙センサーの位置を中央位置に調整します。 用紙
に黒マーク  ( 全幅の黒線ではない ) または切れ込みがある場合は、 50 ページの可
動式黒マーク ・ センサーの使用 を参照してください。

3. 用紙ロール・ホルダーを開きます。用紙ガイ ドを空いている方の手で引いて開き、
用紙ロールをロール ・ ホルダーに載せたらガイ ドから手を離します。 ロール紙が
プラテン ( ド ラ イブ ) ・ ローラーを通る と き、 印刷される面が上向きになるよ う
に用紙ロールの向きを定めます。
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カッ ター ・ オプシ ョ ン
4. カッ ター内部のスロ ッ トに用紙を通し、 プ リ ンタの前面から用紙が出るよ うにし
ます。 ロールがスムーズに回転するこ とを確認します。 ロールが用紙セッ ト部の
底で動かない状態になっていてはなり ません。 用紙の印刷面が上に向いているこ
とを確認してください。

5. 用紙を両側の用紙ガイ ドの下に押し込みます。

6. プリ ンタを閉じます。 カバーがカチッ と閉まるまで押し下げます。

用紙ガイドの下
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ZebraNet® 10/100 内部 ( 有線 ) プリン ト ・ サーバ ・ オプシ ョ ン
ZebraNet® 10/100内部プリ ン ト ・サーバ (PS) は、ネッ ト ワーク と、ご使用の ZebraLinkTM

対応のプリ ンタを接続する、工場出荷時インス トール済みのオプシ ョ ン ・デバイスで
す。 このプリ ン ト ・ サーバは、 プリ ンタ設定とプリ ン ト ・ サーバ設定用のブラウザ ・
インターフェイスを提供します。 ZebraNetTM Bridge Zebra ネッ ト ワーク ・ プ リ ンタ管
理ソフ ト ウェアを使用している場合は、 ZebraLinkTM 対応プリ ンタの特殊な機能を簡
単に利用できます。

10/100 内部 PS を備えたプリ ンタには、 以下の機能があ り ます。

• ブラウザを使用したプリ ン ト ・ サーバおよびプリ ンタの設定

• ブラウザを使用した 10/100 内部 PS のリモート監視および設定機能

• アラート

• 非送信請求プリ ンタ ・ ステータス ・ メ ッセージを電子メール対応デバイスで
送信する機能

ZebraNetTM Bridge -- ZebraNetTM Bridge は、
10/100 内部 PS と共に作動するソフ ト ウェア･プログラムで、ZPL ベースのプリ ンタに
常駐する  ZebraLink の機能を向上させます。 次の機能があ り ます。

• ZebraNetTM Bridge を使用する と、 プ リ ンタを自動的に検出できます。
ZebraNetTM Bridge は IP ア ド レス、 サブネッ ト、 プ リ ンタ ・ モデル、 プ リ ン
タ ・ ステータス、 その他多数のユーザー定義特性などのパラ メータを検索し
ます。 

• リモート設定 -- リモート ・ サイ トに移動したり、 物理的なプリ ンタ処理をし
な くても、社内のすべての Zebra ラベル・プ リ ンタを管理できます。エンター
プラ イズ ・ ネッ ト ワークに接続された Zebra プ リ ンタは、 ZebraNetTM Bridge
インターフェイスからアクセスでき、 使いやすいグラフ ィ カル ・ ユーザー ・
インターフェイスで リモートから設定できます。

• プリ ンタ ・ アラート、 ステータス、 ハート ビート ・ モニタ リ ング、 イベン ト
通知 -- ZebraNetTM Bridge によって、 デバイスごとに複数のイベン ト ・ アラー
ト を設定し、 各種のアラート を様々な人々に転送するこ とができます。 電子
メール、携帯電話 / ポケベル、または ZebraNetTM Bridge イベン ト ・タブを使っ
てアラートや通知を受信します。 プ リ ンタまたはグループごとにアラート を
表示し、 日付 / 時刻、 重要度、 ト リガでフ ィルタします。

• プリ ンタ ・ プロファイルの設定と コピー -- 1 台のプリ ンタから別なプリ ンタ
に設定をコピー / ペース ト、またはグループ全体に設定をブロードキャス ト し
ます。 ZebraNet™ Bridge では、 マウスを 1 回ク リ ッ クするだけで、 プ リ ンタ
設定、 プリ ンタ常駐ファイル ( フォーマッ ト、 フォン ト、 グラフ ィ ッ ク )、 お
よびアラート をコピーできます。 プ リ ンタ ・ プロファ イルの作成 -- 好みの設
定、 オブジェク ト 、 およびアラート を設定した仮想の 「ゴールデン ・ プ リ ン
タ」 を作成し、 それらが実際のプリ ンタであるかのよ うに複製またはロード
キャス ト して、 セッ ト アップ時間を大幅に短縮します。 プ リ ンタ ・ プロファ
イルは、 災害時のリ カバリ用に、 プ リ ンタの設定をバッ クアップする優れた
方法でもあ り ます。
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ZebraNet® 10/100 内部 ( 有線 ) プリン ト ・ サーバ ・ オプシ ョ ン
プリンタ ・ ネッ トワーク設定ステータス ・ ラベル

ZebraNet® 10/100 内部プリ ン ト ・サーバ・オプシ ョ ンを搭載した GT-Series™ プリ ンタ
は、 ネッ ト ワーク ・ プ リ ン ト の確立と ト ラブルシューティ ングに必要な情報用と し
て、追加のプリ ンタ設定ステータス ・ ラベルを印刷します。以下のプリ ン ト アウ トは
ZPL ~WL コマンドで印刷されています。

設定ステータス ・ ラベルの通常のプリ ン ト アウ トには、 IP アドレスなどのプリ ンタの
ネッ ト ワーク設定がその下半分に印刷されます。

プ リ ンタの IP アドレスは、 ネッ ト ワーク上で稼働するプ リ ンタの識別や設定に必要
です。 詳細は、 ZebraNet® 10/100 内部プリ ン ト ・ サーバのマニュアルを参照してくだ
さい。
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Zebra® ZKDU — プリンタ ・ アクセサリ
Zebra® ZKDU ( キーボード ・ディ スプレイ ・ユニッ ト ) は、 プリ ンタに保存された EP
または ZPL ラベル ・ フォームにアクセスするために、 プ リ ンタ とのインターフェイ
スを提供する小型の端末ユニッ トです。

ZKDU は単なる端末であ り、 データの保存やパラ メータの設定機能はあ り ません。 

ZKDU は、 以下の目的で使用されます。

• プリ ンタに保存されているラベル ・ フォームの一覧表示

• プリ ンタに保存されているラベル ・ フォームの取得

• 変数データの入力

• ラベルの印刷

• EPL と  ZPL の切換でプリ ンタ言語フォーマッ ト / フォーム ・ タイプ ( 多くの
次世代モデルの Zebra ラベル ・ プ リ ンタで保管および印刷可能 ) の両方をサ
ポート。

ZBI 2.0™ — Zebra Basic Interpreter 
オプシ ョ ンのプログラ ミ ング言語と して ZBI 2.0 を使用してプリ ンタをカスタマイズ
し、 その機能を拡張してください。 ZBI 2.0 を使用する と、 PC やネッ ト ワークにまっ
た く接続せずに、 Zebra プリ ンタでアプリ ケーシ ョ ンを実行し、 スケール、 スキャナ
などの周辺機器から入力を取得するこ とができます。 ZBI 2.0 は、 ZPL プリ ンタ ・ コ
マンド言語で機能して、 プ リ ンタによる非 ZPL のデータ ・ ス ト リームの理解と ラベ
ルへの変換を可能にします。 つま り、 Zebra プ リ ンタで、 非 ZPL のラベル ・ フォー
マッ ト、 センサー、 キーボード、 および周辺機器から受け取った入力から、 バーコー
ド とテキス ト を作成するこ とを可能にします。PC ベースのデータベース・アプリ ケー
シ ョ ンと対話して、印刷したラベル上で使用する情報を取得するよ うに、プ リ ンタを
プログラムするこ と も可能です。 

ZBI 2.0 は、 ZBI 2.0 Key Kit を注文するか、 www.zebrasoftware.com の ZBI 2.0 ス ト アか
らキーを購入して有効にするこ とができます。 

キーの適用には、 ZDownloader ユーティ リ テ ィ を使用します。 Zdownloader は、 ユー
ザーの CD か、 次の Zebra Web サイ トから入手できます :www.zebra.com

ZBI 2.0 アプリ ケーシ ョ ンの作成、テス ト、および配布には、直観的な ZBI-Developer™
プログラ ミ ング ・ユーティ リ ティ を使用します。 このユーティ リ ティは、 ユーザーの
CD か、 次の Zebra Web サイ トから入手できます :www.zebra.com
P1032729-073 改訂 A GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド 2014/10/22

http://www.zebrasoftware.com
http://www.zebrasoftware.com
http://www.zebrasoftware.com
http://www.zebrasoftware.com


5
メンテナンス
このセクシ ョ ンでは、定期的なク リーニングおよびメンテナンスの手順について説明
します。
2014/10/22 GT-Series™ ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073
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クリーニング
プリ ンタをク リーニングする場合は、必要に応じて次の用品の 1 つを使用してくださ
い。

ク リーニング用品は、 www.zipzebra.com で注文できます。

ク リーニング作業は、 次の手順に従って 2、 3 分で終わり ます。

クリーニング用品 発注数 用途

清浄ペン (105950-035) 12 本ずつのセッ ト 印字ヘッ ドのク リーニング

綿棒 (105909-057) 25 本ずつのセッ ト 用紙の経路、 ガイ ド、 センサーをク
リーニングします。

プリンタ部品 方法 頻度

印字ヘッ ド 印字ヘッ ドを  1 分間冷却させてから、 新しい
清浄ペンで印字ヘッ ドの中央から外側まで印
字ヘッ ド上の濃い色のラインを拭いてくださ
い。
75 ページの印字ヘッ ドのク リーニング 参照。

リボン使用時 : 用
紙を 1 ロール使用
後。 感熱紙使用時 :
用紙を 1 ロール使
用後。

プラテン ・
ローラー

ク リーニングするプラテンローラーを取り外
します。 綿棒や糸くずの出ない布に 90% の
医療用アルコールをつけてローラーを十分に
ク リーニングして ください。 78 ページのプ
ラテンのク リーニングと交換 参照。

随時。

剥離バー ファイバーのない綿棒に 90% の医療用アル
コールをつけて十分にク リーニングして くだ
さい。

アルコールを蒸発させて、 プ リ ンタを完全に
乾かしてください。

用紙経路

外部 水に浸した布。

内部 プリ ンタ内部のゴ ミ をそっと払います。

カッ ター ユーザー ・ メンテナンス / サービスなし  該当なし

注意 • ラベルの粘着物や用紙材が、 用紙経路にあるプラテンや印字ヘッ ドなどに堆積して
いきます。 この堆積にほこりや破砕が蓄積します。 印字ヘッ ド、 用紙経路、 プラテンロー
ラーなどを清潔にしないと、 不測のラベル ・ ロスやラベル ・ ジャムが発生し、 プリンタに
も損傷を与える可能性があります。

重要 • アルコールの量を多く しすぎる と、電子部品に不純物が付着する原因とな り、
乾燥時間を長く しないとプリ ンタが正し く機能しなくな り ます。
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印字ヘッ ドのクリーニング

印字ヘッ ドには、 常に新しい清浄ペンを使って ください （古いペンには、 前に使用
したと きの汚れが残っていて、 印字ヘッ ドを破損する恐れがあ り ます）。

新しい用紙を取り付ける と きに、 印字ヘッ ドをク リーニングするこ と もできます。

1. 印字ヘッ ドの色が濃い部分を清浄ペンでこすり ます。 中央から外に向かってク
リーニングします。 これによって、 用紙の端から用紙経路の外側の印字ヘッ ドに
付着した粘着物が取り除かれます。

2. 1 分間待ってからプリ ンタを閉じます。

注意 • 印字ヘッ ドは印刷中、 高温になります。 印字ヘッ ドの破損や作業者のケガの危険を
避けるため、 印字ヘッ ドには触れないようにして く ださい。 メンテナンスを行う ときは、
清浄ペンのみを使用して ください。
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用紙経路に関する考慮事項

綿棒を使って、 ホルダー、 ガイ ド、 用紙経路の表面に蓄積した破片、 ほこ り、 殻など
を除去してください。綿棒に含ませたアルコールで、破片を濡らして粘着物を溶解し
てください。

1. 綿棒を使用して、 可動式用紙センサーがスライ ドするチャネルを拭きます。

2. プリ ンタの突起部および内部を拭いて、 溜まった破片や埃を取り除きます。

3. 両方のエッジ・ガイ ド  ( および用紙ホルダー ) の内側エッジを拭いて、蓄積した残
留物を取り除きます。

4. 印字ヘッ ド と印字ヘッ ド ・カバーのフロン ト ・エッジ ( 黒いプラスチッ ク製 ) を拭
きます。 用紙経路をク リーニングする作業で印字ヘッ ドは触れたり清掃した り し
ないでください。

5. リ ボン ・ カバー ( フラ ッパー ) の後ろを清掃します。 カバーが下に降り る動作で、
この位置で、 この表面と用紙の上部サイ ドが接触する可能性があ り ます。 その場
合は、 ラベル用紙の端の粘着物がこの内側の面に少しずつ付着して蓄積します。

6. ディ スペンサ ( 取り付けている場合 ) ・ピンチ・ローラーと剥離バーを清掃します。

7. 1 分間待ってからプリ ンタを閉じます。 使用後の綿棒は破棄してください。

用紙
ガイド

プラテン
プラテンのクリーニング

と交換を参照

剥離
バー

ピンチ ・
ローラー

突起部 突起部

リボン ・ カバー
( フラ ッパー )

( も う一方の側 )

印字ヘッ ド ・
カバー
P1032729-073 改訂 A GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド 2014/10/22



77メンテナンス
クリーニング
センサーのクリーニング

用紙センサーにほこ りが溜まるこ とがあ り ます。 

1. ほこ りはブラシでそっと払い落とすか、缶入り圧縮空気で吹き飛ばしてください。
エア・ コンプレッサーは使用しないでください。 ( ポンプからの ) オイルと汚れた
水でプリ ンタ と印字ヘッ ドが汚れてしまいます。必要な場合は、乾いた綿棒を使っ
てほこ り を払ってください。 接着剤などの不純物が残っている場合は、 アルコー
ルで湿らせた綿棒を使って分解します。

2. 乾いた綿棒を使って、 手順 1 のク リーニングの残留物を取り除きます。

3. センサーに残留物や筋がなくなるまで、 必要に応じて 1 と  2 の手順を繰り返しま
す。

.

可動式センサー

リボン ・ ト レーラ ・
センサー

ラベル剥離
センサー

上部ギャップ ・
センサー
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プラテンのクリーニングと交換

通常、 標準プラテン （ド ラ イブ ・ ローラー） はク リーニングが不要です。 紙と ラ イ
ナーからのほこ りは、溜まっても印刷工程には影響しません。 プラテン ・ ローラーの
汚れは、印字ヘッ ドの破損や、印刷時の用紙の滑りや詰ま りの原因になるこ とがあ り
ます。 粘着物、 ゴ ミ  ( 紙、 ライナー以外からのもの )、 ホコ リ、 油、 その他の汚れな
どは、 直ちにプラテンから取り除いてください。

プ リ ンタのパフォーマンス、印字品質、用紙処理が著し く悪化した場合は、 プラテン
( および用紙経路 ) をク リーニングしてください。 プラテンは、 印刷面であ り、 用紙
のド ライブ ・ ローラーです。 ク リーニングした後も粘着やジャムが続く場合は、 プラ
テンを取り替えなければなり ません。

ファイバーのない綿棒 （Texpad 布など） か、 リ ン ト フ リーの清潔な湿らせた布に医療
用アルコール ( 純度 90% 以上 ) を軽く含ませて、プラテンをク リーニングしてくださ
い。

1. カバー ( ディ スペンサ・ ドア ) を開いてください。プラテン部分から用紙を取り除
きます。

2. プラテン ・ベア リ ングのラ ッチ解除タブをプリ ンタの外側に引きます。 アームを
上方に持ち上げてから、 続いてプリ ンタ前面方向に回転させます。

プラテン ・
ベアリング
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3. プリ ンタの底のフレームからプラテンを持ち上げます。

4. アルコールで湿らせた綿棒でプラテンをク リーニングします。 中央から外側に向
かって拭きます。 ローラーの表面がすっかり きれいになるまで、 このプロセスを
繰り返します。 粘着物の蓄積やラベルのジャムがひどい場合は、 新しい綿棒でク
リーニングを繰り返して残った汚れを除去してください。たとえば、1 回のク リー
ニングでは粘着物や油が薄くなっても、 完全には取り除けないこ とがあ り ます。

5. プラテンをプリ ンタに装着します。 使用した綿棒は破棄し、 再利用しないでくだ
さい。

6. ベア リ ングと ド ライブ ・ ギアをプラテンのシャフ トに合わせます。
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7. プラテンを左側のギアに合わせて、 プリ ンタの底のフレームに下ろします。

8. 両方のプラテン ・ベア リ ング ・ ラ ッチ解除タブをプリ ンタ後方向にそっと回転さ
せ、 両方のベア リ ング ・ ウェル内の切り込みにカチッ と嵌め込みます。

ディ スペンサ ・ ドアや用紙カバーを閉じる前、 またはラベルを挿入する前に、 1 分間
プリ ンタを乾かして ください。

プリンタのその他のメンテナンス

このセクシ ョ ンで説明する手順以外に、ユーザー・ レベルで行う メンテナンス手順は
あ り ません。 プ リ ンタや印刷の問題の診断に関する詳細は、 87 ページの ト ラブル
シューティング を参照してください。
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印字ヘッ ドの取替え
印字ヘッ ドを交換する必要が生じた場合は、 実際に交換する前に、 その手順を読み、
取り外し と取り付けのステップを確認してください。

この手順を開始する前に、 ラ ッチ解除ラ ッチを前方に引き、 ト ップカバーを上げて、
プリ ンタを開けてください。 このサービス手順を始める前に、手順全体を確認してく
ださい。

注意 • 作業エリアは静電気から保護するように準備して ください。 作業エリアを静電気か
ら保護するため、 プリンタを適切にアースされた伝導性の緩衝マッ トの上に置いたり、 作
業者に伝導性のリスト ・ ス ト ラ ップを付けさせる必要があります。

注意 • 印字ヘッ ドを取り替える前に、 プリンタの電源を切って電源コードを抜いて くださ
い。
2014/10/22 GT800™ 熱転写プリンタ  ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073 改訂 A



メ ンテナンス
印字ヘッ ドの取替え

82
印字ヘッ ドの取り外し

1. プリ ンタを開きます。 プリ ンタから熱転写リボンを取り出します。

2. 印字ヘッ ドのカバー・ブラケッ トの右側を掴み、印字ヘッ ドからブラケッ ト をそっ
と引き出します。 右側のカバー内に親指に引っかかるギャップがあ り ます。 別の
指でそっと押して、 リボン ・ フレームからカバーを引き出します。

.
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3. 印字ヘッ ド･カバーの左側の短いガイ ド ・ アームを使用して、 リボン ・ フレームか
ら印字ヘッ ドを解放します。

. 

短いアームのピンを リボン ・ フレームの右側に押し込み、 印字ヘッ ドの解除タブ
を押します。

印字ヘッ ド ・ カバーの
短いガイ ド ・ アーム

印字ヘッ ド ・ カバーの
長いガイド ・ アーム

印字ヘッ ド ・
アセンブリの
解除タブ
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必要な場合は、短いアームのピンを リボン・フレームの左側に押し込み、印字ヘッ
ドのも う一方の解除タブを押します。

4. プラス ・ スク リ ュード ライバを使い、 接地線を留めているねじを取り外します。

2 つの印字ヘッ ド ・ ケーブルを、 コネク タから真っ直ぐ、 ゆっ く りそっと引き出
して、 印字ヘッ ド ・ アセンブ リから切断します。 コネク タを斜めに引っ張る と、
印字ヘッ ドのコネクタ ・ ピンと コンセン トが損傷する場合があ り ます。 

接地線とねじ

印字ヘッ ド･ケーブル
とコネクタ
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印字ヘッ ドの取り付け

印字ヘッ ドは、 基本的に取り外し と逆の手順で取り付けます。

1. 印字ヘッ ドに 2 つの印字ヘッ ドケーブルを接続します。

2. 印字ヘッ ド ・ アセンブリに接地線を接続します。

3. 印字ヘッ ド ・アセンブリの中央ピボッ ト ･タブを リボン ・フレームのスロ ッ トに挿
入します。
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4. 印字ヘッ ド ・ アセンブリの左側と右側を リボン ・ フレームにカチッ と差し込みま
す。 ロ ッ ク ・ タブとフレームで印字ヘッ ドが正し く固定されているこ とを確認し
ます。 印字ヘッ ドの各サイ ドを交互にリボン ・ フレームに押し込んで、 タブで固
定されているこ とを確認します。

5. 圧力をかける と、 印字ヘッ ドが上下に自由に移動し、 圧力を解除する と ロ ッ ク さ
れたままになるこ とを確認します。

6. 印字ヘッ ドをク リーニングします。 新しいペンを使用して、 印字ヘッ ドから皮脂
( 指紋など ) や破片を拭き取り ます。印字ヘッ ドの中央から外に向かってク リーニ
ングします。 75 ページの印字ヘッ ドのク リーニング を参照してください。

7. 用紙を再装着します。電源コードを差し込み、プリ ンタをオンにし、ステータス ・
レポー ト を印刷して、 プ リ ンタが正常に作動しているかど う か確認します。 29
ページのテス ト印刷 ( 設定レポート ) を参照してください。

挿入する
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ト ラブルシューテ ィング
このセクシ ョ ンでは、プリ ンタの ト ラブルシュートで必要となる可能性のあるプリ ン
タ ・ エラーの報告について説明します。 各種診断テス ト も含まれています。
2014/10/22 GT-Series™ ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073
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ステータス ・ ランプの説明

ステータス ・ ランプ ・ エラーの解決方法
下記のステータス ・ エラー ・ ランプ解決番号は、 前のページの 「ステータス ・ ランプ
の説明」 表に対応しています。各エラー番号には、一覧されたエラーを修正する解決
方法が 1 つ以上対応します。

1. プリンタに電源が供給されていません。

• プリ ンタ電源をオンにしましたか？

• 壁のコンセン トから電源供給装置まで、 電源供給装置からプ リ ンタまでの電
源接続を調べてください。 13 ページの電源の取り付けを参照してください。

• 壁のコンセン トからプ リ ンタ ・ ケーブルを  30 秒間取り外した後で、 コンセン
トにケーブルを再接続します。 

2. プリンタはオンですが、 アイ ドル状態です。

特に措置はいり ません。

3. プリンタのパワーオン ・ セルフ ・ テスト  (POST) が失敗しました。

• プ リ ンタをオンにした直後にこのエラーが発生した場合には、 認定されてい
る再販業者に修理を要求してください。プ リ ンタが正常に作動している場合、
プ リ ンタのステータス ・ ランプは約 10 秒間琥珀色になり、 その後、 緑に変化
します ( 点灯または点滅 )。

ステータスランプの見方

LED のステータスと色 プリンタのステータス
解決方法、

参照番号 :

オフ オフ 1

緑色点灯 オン 2

琥珀色点灯 停止 3

緑色点滅 正常運転 4

赤色点滅 停止 5

緑色 2 回点滅 一時停止 6

琥珀色点滅 一時停止 7

緑と赤が交互に点灯 修理が必要 8

赤、 赤、 緑に点滅 修理または電源の
入れ直しが必要

9

赤、 琥珀、 緑に点滅
(* - リセッ ト した り、 電源をオフにしないで

ください !)

メモ リ ・ デフラグ 10*
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ステータス ・ ランプ ・ エラーの解決方法
      メモリ ・ エラーが発生しています。

• 印刷している と きにこのエラーが発生した場合は、 プ リ ンタの電源を切って
から再投入し、 印刷を再開してください。

      印字ヘッ ドを冷却する必要があります。

• このエラーが続く場合は、 プ リ ンタの電源を 5 分以上切って、 再度電源を入
れます。 琥珀色のランプがまだ点灯し続けるよ う なら、 プ リ ンタの修理が必
要です。

4. プリンタはデータを受信中です。

• データの受信がすべて終了したら、 ステータス  LED が緑色に変わり、 自動的
にプリ ンタの運転が再開します。

5. 用紙切れです。

• 「プ リ ンタを使用する前に」 のセクシ ョ ンの 14 ページのロール紙のセッ ト  の
手順を実行後、 フ ィード ・ ボタンを押して、 印刷を再開します。

リボンがな く なりました。

• プリ ンタはリボン ・ ロールの終了を検出しました。 リボンを交換します。

印字ヘッ ドが開いています。

• ト ップ ・ カバーを閉じて、 フ ィード ・ ボタンを押し、 印刷を再開します。

カッ ターのエラーです。

カッ ターの刃が用紙経路に入っています。 おそら くカッ ターが妨げられています
( 紙詰ま り )。 カ ッ ターの刃が停止しています。 電源をオン / オフした り、 SGD
cutter.clean_cutter コマン ドで切り取りサイ クルを実行しても障害物を取

り除けない場合は、 修理が必要です。 詳細については 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガ

イ ド』 を参照して ください。

6. プリンタが一時停止しています。

• フ ィード ・ ボタンを押して印刷を再開してください。

7. 印字ヘッ ドの温度が高すぎます。

• 印字ヘッ ドが許容印刷温度に下がるまで、印刷が停止します。下がったら、自
動的にプリ ンタの運転が再開します。
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8. フラッシュ ・ メモリがプログラムされていません。

• プリ ンタを正規の再販業者に返却してください。

9. 印字ヘッ ドまたはモーターに重大な障害が発生しました。

• プリ ンタを正規の再販業者に返却してください。

• 印字ヘッ ドに 「サーマル ・ シャ ッ ト ダウン」 エラーが発生した可能性があ り
ます。 プ リ ンタの電源を切って、 数分間待機してから、 電源を再投入します。
まだエラーが残る場合は、 正規の再販業者にプリ ンタを返却してください。

10. プリンタでメモリのデフラグを実行中です。

注意 • デフラグ中は、 プリンタの電源をオフにしないで ください。 実行中に電源を切ると、
プリンタが破損することがあります。

• デフラグはプリ ンタの通常の動作であ り、最適に使用するためメモ リ ・スペー
スを管理するのに必要です。 プ リ ンタは、 工場出荷時デフォルトの設定後と、
メモ リ ・デフラグが必要なこ とを検出したと きに、 メモ リ をデフラグします。

プ リ ンタがこの状態のと きは、 デフラグを最後まで完了させて ください。 こ
の警告が頻繁に起こる場合、 ラベル ・ フォーマッ ト を確認します。 メモ リの
書き込みと消去を頻繁に繰り返し行う フォーマッ ト では、 プ リ ンタのデフラ
グ ・ルーチンを引き起こす可能性があ り ます。 メモ リの書き込み / 消去の頻繁
な繰り返しを行わないフォーマッ ト を使用する と、 デフラグの必要性が最小
限に抑えられます。 

• この警告状態が続く場合は、 技術サポートに連絡して ください。 プ リ ンタの
点検が必要です。

印字品質の問題

ラベルに印字されません。

• リ ボン ( 熱転写 ) を使用しない印刷の用紙が、 感熱紙でない可能性があ り ま
す。 用紙が感熱紙ではない可能性があ り ます。 45 ページの感熱用紙のタイプ
の特定 のテス ト手順を参照してください。

• 熱転写プリ ンタの場合は、 用紙が外巻きでないか、 このプ リ ンタ用に承認さ
れたものでない可能性があ り ます。 次の リボン ・ テス ト手順を参照して くだ
さい :54 ページのリボンの粘着性テス ト  および 55 ページのリボンのスク ラ ッ
チ ・ テス ト

• 用紙が正し く装着されていますか ? 「プ リ ンタを使用する前に」 のセクシ ョ ン
の 14 ページのロール紙のセッ ト  にある説明に従ってください。転写リボンを
使用する印刷については、 18 ページの転写リ ボンの装着 を参照して くださ
い。
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印字品質の問題
印字イメージが正常ではありません。

• 印字ヘッ ドが汚れています。 印字ヘッ ドをク リーニングします。

• 印字ヘッ ドの温度が低すぎます。

• 印字濃度と印字速度 ( あるいはその両方 ) を調整してください。 

• 『ZPL プログラ ミ ング ・ ガイ ド』 記載の ^PR ( 速度 ) コマンド と  ~SD ( 濃度 )
コマンドを使用してください。 

• 『EPL プログラマーズ・ガイ ド』記載の D ( 濃度 / 密度 ) コマンド と  S ( スピー
ド ) コマンドを使用してください。 

• 97 ページのフ ィード ・ ボタン ・ モード  記載の 6 回点滅シーケンスを使って、
手動で印字濃度を調整します。 

• Windows のプリ ンタ ・ ド ラ イバーまたはアプリ ケーシ ョ ン ・ ソフ ト ウェアは
これらの設定を変えてしま う こ とがあ り、 印字品質の最適化のために変更が
必要となる場合があ り ます。

• 使用中の用紙がプ リ ンタ と不適合です。 アプ リ ケーシ ョ ンに適した用紙を必
ず使用してください。 常に Zebra が認証したラベルと タグを使ってください。

• 印字ヘッ ドが磨耗しました。 印字ヘッ ドは消耗品で、 用紙と印字ヘッ ドの摩擦
によって磨耗します。 承認されていない用紙を使用すると、 印字ヘッ ドの寿命
が短くなったり、 損傷するこ とがあり ます。 印字ヘッ ドを交換してください。

• プラテンのク リーニングまたは交換が必要な可能性があ り ます。 以下の原因
で、プラテン ( ド ラ イバ ) ローラーがけん引力を失っている可能性があ り ます。

• 表面に異物が付着している、 

• ゴムのよ うなスムーズな表面が研磨され、 すべりやすくなった、 または

• カッ ターなどによって、 通常はスムーズで平坦な印字表面に傷が付いた。

ラベル上に縦線状の印字ヌケがあります。

• 印字ヘッ ドが汚れています。 印字ヘッ ドをク リーニングします。

• 印字ヘッ ド ・ エレ メン トが損傷しています。 

印刷がラベルの印字基点から開始しないか、 1 ～ 3 枚程ラベルが誤印刷
されます。

• 用紙が正し く装着されていない可能性があり ます。 「プリ ンタを使用する前に」
のセクシ ョ ンの 14 ページのロール紙のセッ ト  にある説明に従ってください。

• プリ ンタをキャ リブレートする必要があ り ます。 このセクシ ョ ンの 97 ページ
のフ ィード ・ ボタン ・ モード  に記載されている  2 回点滅シーケンスを参照し
てください。

• ZPL ラベル・フォーマッ ト  - 正しい用紙センサーが有効になっていない可能性
があ り ます。 マニュアル ・ キャ リブレート では、 使用中のラベルの用紙検知
方法を選択します ( 『ZPL プログラ ミ ング ・ガイ ド』 の ^MN コマンドを参照 )。

• ZPL ラベル・フォーマッ ト  - Y 印字基点 (^LT) コマンドがアプリ ケーシ ョ ンに
対して正し くセッ ト されているか確認してください ( 『ZPL プログラ ミ ング ・
ガイ ド』 参照 )。
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• EPL ラベル ・ フォーマッ ト  - ラベル ・ディ スペンス、 黒線 / 切れ込み検知、 ま
たはギャ ップ/透過式検知用の正しい用紙センサーが起動していない可能性が
あ り ます。 マニュアル ・ キャ リブレート では、 使用中のラベルの用紙検知方
法を選択します ( 『EPL プログラマ・ガイ ド』 の O および Q コマンドを参照 )。

• EPL ラベル・フォーマッ ト  - ラベル長の設定 (Q) コマンドが用途に応じて正し
く設定されているか確認します ( 『EPL プログラマ ・ ガイ ド』 参照 )。

ZPL ラベル ・ フォーマッ トが送信されましたが、 プリンタで認識されま
せん。

• プ リ ンタは一時停止モードになっていませんか？その場合は、 フ ィード ・ ボ
タンを押して ください。

• ステータス  LED が点灯または点滅している場合は、88 ページのステータスラ
ンプの見方を参照してください。

• データ ・ ケーブルが正し く インス トールされているか確認してください。

• 通信上の問題が発生しています。 まず、 コンピュータで正しい通信ポートが
選択されているか確認します。「プ リ ンタを使用する前に」 のセクシ ョ ンの 32
ページのコンピュータへのプリ ンタの接続 を参照してください。

• プリ ンタの正しいフォーマッ トおよびコン ト ロール・プレフ ィ ッ クスが、ZPL
プログラ ミ ング ・ ラベル ・ フォーマッ ト で使用しているものと一致している
か確認します。 デフォルト ・ フォーマッ ト  (COMMAND CHAR) はキャレッ ト
(^) 文字で、 コン ト ロール (CONTROL CHAR) はチルド  (~) 文字です。 これら
の文字を設定ステータス ・ ラベルのプ リ ン ト アウ ト で確認します。 このラベ
ルを印刷する場合は、 97 ページのフ ィード ・ ボタン ・ モード  に記載された 1
回点滅シーケンスを参照してください。

EPL ラベル ・ フォーマッ トが送信されましたが、 プリンタで認識され
ません。

• プ リ ンタは一時停止モードになっていませんか？その場合は、 フ ィード ・ ボ
タンを押して ください。

• プ リ ンタのラベル ・ディ スペンスが有効になっている場合は、 プ リ ンタがラ
ベルの除去を待っている可能性があ り ます。 ラ イナー / 透過式用紙をラベル ・
ディ スペンサ装置 ( ピーラー ) に正し く通しておかないと、 ラベル・ディ スペ
ンス ・ モードが正し く機能しません。 詳細は 64 ページのラベル ・ディ スペン
サ ・ オプシ ョ ン を参照してください。

• ステータス  LED が点灯または点滅している場合は、88 ページのステータスラ
ンプの見方を参照してください。

• データ ・ ケーブルが正し く インス トールされているか確認してください。

• 通信上の問題が発生しています。 まず、 コンピュータで正しい通信ポー ト
(USB) が選択されているかど うか確認します。 「プ リ ンタを使用する前に」 の
セクシ ョ ンの 32 ページのコンピュータへのプ リ ンタの接続 を参照して くだ
さい。
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マニュアル ・ キャリブレート
マニュアル ・ キャリブレート  
事前に印刷されている用紙を使用する場合、 またはプ リ ンタが正し く自動キャ リブ
レート しない場合には、 マニュアル ・ キャ リブレート をお勧めします。

1. 用紙が装着されているのを確かめます。

2. プリ ンタ電源を入れます。

3. 緑色のステータス ・ ランプが 1 回点滅、 2 回点滅と、 1 シーケンスの点滅数が増加
して最終的に 7 回点滅になるまで、 フ ィード ・ ボタンを押したままにしてくださ
い。 フ ィード ・ ボタンを放してください。

4. 用紙センサーが使用中のラベル台紙用に設定されます。 この調整が完了する と、
ラベルが印字ヘッ ドの位置に来るまでロールが自動的にフ ィード されます。 用紙
センサー設定のプロファイル ( 下記の例参照 ) が印刷されます。 完了する と、 新
規の設定がメモ リに保存されて、 プリ ンタの通常運転が可能になり ます。

5. フ ィード ・ボタンを押します。ブランク ・ ラベルが 1 枚、送られます。ブランク ・
ラベルが送られない場合は、 デフォルト値に戻して ( この章で後述する 「フ ィー
ド ・ ボタン ・ モード」 の 4 回点滅シーケンスを参照 ) プリ ンタを再キャ リブレー
ト して ください。

注 •  マニュアル ・ キャ リブレート を実行する と、 自動キャ リブレート機能は無効に
なり ます。 自動キャ リブレートに戻るには、 プ リ ンタをデフォルト設定に戻します
( このセクシ ョ ンの 97 ページのフ ィード ・ ボタン ・モード  記載の 4 回点滅シーケン
ス参照 )。
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ト ラブルシューテ ィング ・ テス ト  

設定レポートの印刷 

プ リ ンタの現在の設定の リ ス ト を印刷するには、 このセクシ ョ ンの 97 ページの
フ ィード ・ ボタン ・モード記載の 1 回点滅シーケンスを参照してください。 このラベ
ルの解釈については、 107 ページの付録 :ZPL 設定 を参照してください。

再キャリブレート  

ラベルをスキップするなど、異常な兆候が現れた場合は、プリ ンタを再キャ リブレー
ト して ください。 このセクシ ョ ンの 97 ページのフ ィード ・ ボタン ・ モード  に記載さ
れた 2 回点滅シーケンスを参照してください。
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工場出荷時デフォルト値にリセッ ト  
プリ ンタを工場出荷時のデフォルトに リセッ トする と、問題が解決する場合があ り ま
す。 このセクシ ョ ンの 97 ページのフ ィード ・ ボタン ・ モード  に記載された 4 回点滅
シーケンスを参照してください。

通信診断
コンピュータ とプ リ ンタの間のデータ転送に問題がある場合は、プリ ンタを通信診断
モードにして ください。 プ リ ンタは、 ホス ト ・ コンピュータから受信したデータの
ASCII 文字とそれに対応する  16 進値を印刷します ( 以下にサンプルを表示 )。 方法は
下記のとおりです。 

16 進データ ・ ダンプ ・ モードに入るには、 以下の方法があ り ます。 

• ~JD ZPL コマンドを使用します。 

• dump EPL コマンドを使用します。 

• 起動時に、フ ィード ・ボタンを押します。このセクシ ョ ンの 97 ページのフ ィー
ド・ボタン・モード  に記載された電源オフ・モードの手順を参照してください。

プリ ンタは 「Now in DUMP ( ダンプ中 )」 ( 下図参照 ) と印字し、 次のラベルの印字基
点に進みます。
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下記の例は、通信 DUMP モードの印刷結果です。このプリ ン ト アウ トには、16 進デー
タ  00h ～ (10 進数の 0 ～ 255) が表示され、各 16 進値に対応する一意の文字はその 16
進値の上に表示されます。

データ行の間の空白行には、 シ リ アル ・ ポート と  Bluetooth データ処理エラーが記録
されます。 以下のよ うなエラーがあ り ます。

• F = フレーム ・ エラー

• P = パリティ ・ エラー

• N = ノ イズ ・ エラー

• O = データ ・ オーバーラン ・ エラー

診断モードを終了して印刷を再開するには、プリ ンタの電源をいったん切ってからま
た入れます。 診断モードを終了する も う  1 つの方法は、 プ リ ンタのコマン ド ・ バッ
ファがク リ アされ、「Out of DUMP ( ダンプ終了 )」がラベルに印刷されるまで、フ ィー
ド ・ ボタンを何回も押す方法です。
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フ ィード ・ ボタン ・ モード

電源オフ ・ モード

プリ ンタの電源を切った状態で、 フ ィード ・ ボタンを押しながら電源をオンにします。 

点滅シーケンス 動作

琥珀色、
赤色に点滅

ファームウェア ・ ダウンロード ・ モード  - プリ ンタが高速で赤色点滅を開始する

と、ファームウェア ・ダウンロード ・モードに入ったこ とを示します。フ ィード ・

ボタンを放すと、 ダウンロードのためにプリ ンタの初期化を開始します。 ステー

タス ・ ランプが赤と緑に交互にゆっ く り点滅するよ うになる と、 ファームウェア

のダウンロードを開始できます。 

このプ リ ンタで使用できるファームウェア (およびファイル ) ダウンロード・ユー

ティ リ テ ィの使用の詳細については、 61 ページのプ リ ンタへのファ イル送信 を
参照して ください。 プ リ ンタのファームウェアの更新が提供されている場合は、

以下の弊社 Web サイ トに掲載されます。
www.zebra.com

琥珀色
通常操作モード  - 通常のプリ ンタの初期化を続行します。 こ こでフ ィード ・ ボタ

ンを放すと、プ リ ンタはファームウェアのダウンロードや通信診断モードでの操

作なしで、 通常に起動します。

緑色

通信診断 ( ダンプ ) モード  - プリ ンタのステータス ・ ランプが緑になったら、 す

ぐにフ ィード ・ ボタンを放してください。 プ リ ンタはラベルの印字基点に 「Now
in DUMP」 と印刷し、 次のラベルに進みます。 最初のラベルを印刷した後、 プ リ

ンタは自動的に診断モードに入り、 続いて受信したすべてのリテラル ・データを

印刷します。  

診断モードを終了して印刷を再開するには、プ リ ンタの電源をいったん切ってか
らまた入れます。診断モードを終了するも う  1 つの方法は、プ リ ンタのコマンド ・
バッファがク リ アされ、 「Out of DUMP ( ダンプ終了 )」 がラベルに印刷されるま
で、 フ ィード ・ ボタンを何回も押す方法です。
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電源オン ・ モード

プ リ ンタの電源がオンで ト ップカバーが閉じている状態で、 フ ィード ・ ボタンを数秒間押し続けます。 緑色
のステータス  LED が何回も連続して点滅します。 右側の説明 ( 「動作」 ) には、 最初の特定回数の点滅後、 次
の点滅シーケンスが開始する前に、 ボタンを放した場合に起きるこ とが示されています。

点滅シーケンス 動作

*
設定ステータス  - 詳細なプ リ ンタ設定ステータス ・ ラベルを印刷します。 このラベルは、
印刷の検証、 プ リ ンタ と コンピュータの通信設定のサポート、 保守、 ト ラブルシューティ
ング、 カスタマ ・ サポート業務で使用するこ とができます。

*
**

標準の自動用紙キャ リブレート  - プリ ンタは用紙タイプや用紙の長さを検出し、 設定しま
す。 そして、 装着した用紙での印字性能を最大限に高めるよ うに、 用紙センサーを調整し
ます (ZPL コマンド   ~JC と同等 )。 キャ リブレート中に 1 ～ 4 枚のラベルがフ ィード され
ます。 
注記 :Zebra EPL デス ク ト ップ ・ プ リ ンタを使い慣れたユーザーは、 パワーアップ時の
AutoSense キャ リブレートの代わりに、 このフ ィード ・ モードを使用します (EPL コマンド
XA と同等 )。

*
**
***

シ リ アル ・ ポートの設定 - シ リ アル ・ インターフェイス ・ ポートのあるプ リ ンタにのみ適
用されます。

フロー ・ コン ト ロール以外のシ リ アル ・ ポート通信パラ メータを リセッ トするには、 LED
が高速で琥珀色と緑色に点滅している間に、 フ ィード ・ ボタンを押して放します。

自動ボー同期化 :LED が高速で琥珀色と緑色に点滅している間に、^XA^XZ コマンド ・シー
ケンスをプ リ ンタに送信します。 プリ ンタ とホス トが同期する と、 LED が緑色の持続点灯
に変わり ます。 注記 : 自動ボー同期中は、 ラベルは印刷されません。

*
**
***
****

工場出荷時デフォル ト  - 工場出荷時のデフォル ト設定にプ リ ンタを リ セッ ト します (ZPL
コマンド ^JUN と同等 )。 主な設定と関連の ZPL コマンドについては、 107 ページの付録
:ZPL 設定 を参照して ください。一部の設定は、当初の 「出荷時の」 設定に戻り ません。 プ
ログラ ミ ングによって排他的に設定、 表示、 制御される他の設定も リセッ ト されます。 そ
の後は、 標準用紙キャ リブレートが行われてから、 メモ リのデフラグ ・ ルーチンが実行さ
れます

ネッ ト ワーク ・ プ リ ンタが工場出荷時デフォルト ・ モードに入る と、 ステータス ・ ランプ
が 3 秒間、 琥珀色になり ます。 その間、 次の 2 つの操作が可能です。 何もしないこ とによ
り、 プ リ ンタを上記の工場出荷時デフォルトに自動的にリセッ トするか、 または、 ネッ ト
ワーク ・ プ リ ンタ ・ オプシ ョ ン ( イーサネッ ト 、 Wi-Fi、 または Bluetooth) のあるプ リ ンタ
の場合、 フ ィードボタンを押し続けて、 工場出荷時デフォルトへのリセッ ト ・ モードに入
り ます (ZPL コマンド  ^JUF と同等 )。 最初の点滅の後にボタンを放すと、 ネッ ト ワークに
関する工場出荷時オプシ ョ ンのみがリセッ ト されます (ZPL コマンド ^JUN と同等 )。 2 番
目の点滅シーケンス  (2 回点滅 ) 後にボタンを放すと、 プ リ ンタ ・デフォルトのみがリセッ
ト されます。 3 番目の点滅 (3 回点滅 ) の後にボタンを放すと、 プ リ ンタ とネッ ト ワークの
両方の設定がリセッ ト されます (ZPL コマンドの ^JUN と  ^JUF に相当します )。

*
**
***
****
*****

印刷幅調整 - 最小印刷幅で始ま り、4mm ずつ増分してプリ ンタの最大印刷幅で終わる  連続
ボッ クスを印刷します。 プ リ ンタが目的の最大印刷幅に達したら、 フ ィード ・ ボタンを 1
度押します。 この設定は、 プ リ ンタのド ラ イバとアプ リ ケーシ ョ ンによって無効にされる
こ とがあるので注意して ください。

*
**
***
****
*****
******

印字濃度 ( 密度 ) 調整 - ZPL 濃度設定範囲値を使用して、 最低濃度 ( 印字密度 / 温度 ) から
始ま り、4 ずつ増分してプリ ンタの最高濃度に至るバーコード ・シ ミ ュレーシ ョ ン ・パター
ンの連続を印刷します。 パターンが正し く印刷されたらフ ィード ・ ボタンを押します。 濃
度の設定を増加し続ける と、 バーコードの線幅がゆがみ、 読み難くなる こ とがあ り ます。
この設定は、 プ リ ンタのド ライバとアプ リ ケーシ ョ ンによって無効にされるこ とがあるの
で注意して ください。

*
**
***
****
*****
******
*******

用紙のマニュアル ・ キャ リブレート  - プリ ンタは、 詳細なテス ト を実行して用紙タイプや
用紙の長さを検出し、 設定します。 次に、 装着した用紙での印字性能を最大限に高めるよ
うに、 用紙センサーを調整します (ZPL コマンド   ~JC と同等 )。 事前に印刷されている用
紙を使用する場合、 ライナーに印刷する場合、 またはプリ ンタが正し く自動キャ リブレー
ト しない場合には、 手動によるキャ リブレート をお勧めします。 用紙センサーのグラフ ィ
カルなプロファイルが印刷されます。 詳細や注意点については、 93 ページのマニュアル ・
キャ リブレート  を参照してください。

7 番目の点滅シーケンス終了後もフ ィード ・ ボタンを押し続けると、 フ ィード ・ ボタンを放したときに

プリンタの設定モードが終了します。
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付録 : インターフェイスの配線
このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタのインターフェイス接続について説明します。
2014/10/22 GT-Series™ ユーザー ・ ガイ ド P1032729-073
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USB ( ユニバーサル ・ シリアル ・ バス ) インターフェイス
下図はプリ ンタの USB インターフェイスの使用に必要なケーブル配線を示していま
す。 

プリ ンタには、 USB 2.0 への準拠を保証する 「Certified USB™」 マークのあるケーブ
ルまたはケーブル ・ パッケージが必要です。 

プリ ンタがサポートするオペレーティング ・ システムおよびド ライバーに関しては、
ソフ ト ウェアとマニュアルの CD を参照するか、 または次の Zebra Web サイ ト をご覧
ください。

http://www.zebra.com

USB インターフェイスについては、 次の USB Web サイ トにアクセスしてください。

Http://www.usb.org

ピン 信号

1 Vbus - N/C

2 D-

3 D+

4 接地

シェル シールド / 排電ワイヤ

12

3 4
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パラレル ・ インターフェイス
プリ ンタのパラレル･インターフェイスは、 IEEE 1284-A to 1284-A パラレル･インター
フェイス ・ ケーブルを使用します。 ホス ト ・ コネク タは DB-25 ピン ・ オス ・ コネク
タです。 プリ ンタ ・ コネク タは Centronics 型コネクタです。

DB-25 Centronics

DB-25 から Centronics 
（ケーブル）へ

STROBE~
DATA 0
DATA 1
DATA 2
DATA 3
DATA 4
DATA 5
DATA 6
DATA 7
ACK~
BUSY

PAPER ERR.
SELECT
AUTOFD~
ERROR~

N/A
N/A
N/A

SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND

STROBE~
DATA 0
DATA 1
DATA 2
DATA 3
DATA 4
DATA 5
DATA 6
DATA 7
ACK~
BUSY

PAPER ERR.
SELECT 
AUTOFD~

n/c
SIG. GND

CHAS GND
+5V

SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND

n/c
ERROR~

SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND
SIG. GND

SIG. GND
n/c
n/c

SELECTIN~

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
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イーサネッ ト ・ インターフェイス
このインターフェイスには、 CAT-5 以上の UTP RJ45 イーサネッ ト ・ ケーブルが必要
です。 

次の表は、 ケーブルのピン配列割り当てを示します。

信号 ピン ピン 信号
Tx+ 1 1 Tx+
Tx- 2 2 Tx-
Rx+ 3 3 Rx+
— 4 4 —
— 5 5 —
Rx- 6 6 Rx-
— 7 7 —
— 8 8 —

4

3

2

1

5

6

7

8
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シリアル ・ ポート ・ インターフェイス

シリアル /パラレル・ポートから利用できる最大電流が合計 0.75 アン
ペアを超えることはありません。

XON/XOFF 接続手順が選択されると、データ・フローは ASCII コントロー
ル・コードの DC1 (XON) と DC3 (XOFF) で制御されます。DTR コントロー
ル・リード線は無効になります。

DCEデバイスの交互接続 -- プリンタをその RS-232 インターフェイスでモ
デムなどのデータ通信装置（DCE）に接続する場合は、標準 RS-232 ( スト
レートスルー) インターフェイス・スケーブルを使用する必要がありま
す。図 32 はこのケーブルに必要な接続を示しています。 

KDU ( キーボード・ディスプレイ・ユニット ) への接続 -- KDU は DCE 
プリンタ接続用に設計されており、Zebra カスタム・シリアル・ポート・
オス /メス変換アダプタを必要とします。現在 KDU には KDU アダプタが
含まれており、KDU アダプタの Zebra キットのパーツ番号は、105934-
088 です。

プリンタを DCE デバイスに接続 

ピン 説明
1 未使用
2 RXD ( データ受信 )、 プ リ ンタへ入力
3 TXD ( データ送信 )、 プ リ ンタから出力
4 DTR ( データ端末準備完了 )、 プ リ ンタから出力 -- 

ホス トからのデータ送信を可能にする信号
5 シャーシの接地
6 DSR ( データ設定準備完了 )、 プ リ ンタへ入力
7 RTS （送信要求）、 プ リ ンタから出力 -- 

プリ ンタがオンの場合は常に有効状態
8 CTS ( 送信準備完了 ) - このプリ ンタでは不使用
9 +5 V で 0.75 A ヒ ューズ

DB-9P コネク タで

プ リ ンタへ
DB-9P コネク タで

プ リ ンタへ

DB-25S コネク タで 
DCE デバイスへ

DB-9S コネク タで 
DCE デバイスへ
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メモ • _____________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________
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付録 : 寸法
このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタの外寸を示します。
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GT-Series™ プリンタの外寸

すべての寸法は
インチ単位
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付録 :ZPL 設定
このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタ設定の管理、設定ステータスのプリ ン ト アウ ト 、 プ リ
ンタ ・ メモ リのプリ ン ト アウ トについて、 基本的な概要を示します。
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ZPL プリンタ設定の管理
ZPL プリ ンタは、最初のラベルを迅速に印刷するために、動的にプリ ンタ設定を変更
できるよ うに設計されています。 持続的なプ リ ンタ ・ パラ メータは、 下記のフォー
マッ トで保持されて使用されます。 これらの設定は、 後続のコマンドで変更するか、
プリ ンタを リセッ トするか、 電源を入れ直すか、 フ ィード ・ ボタン ・ モードの 4 回点
滅ルーチンで工場出荷時のデフォル ト値をもつパラ メータを復元するまで、 有効で
す。 ZPL 設定更新コマンド  (^JU) は、 事前設定された設定でプリ ンタを初期化 ( また
は再初期化 ) するために、 プリ ンタ設定を保存および復元します。

• 電源を入れ直した り、 プ リ ンタを リ セッ ト した後も設定を保持するには、
^JUS をプリ ンタに送信して、現在のすべての持続的な設定を保存できます。 

• 値を ^JUR コマンドで リ コールする と、 最後に保存した値がプリ ンタに復元
されます。

ZPL では、上記の単一コマンドですべてのパラ メータを一度に保存します。 レガシー
EPL コマンド言語 ( このプリ ンタでサポート ) では、 個々のコマンドを即座に変更し
て保存します。 大半の構成と設定は ZPL と  EPL で共有されます。 たとえば、 EPL に
よる速度設定の変更は、ZPL 操作に設定された速度も変更します。変更された EPL 設
定は、どちらかのプリ ンタ言語で電源の入れなおしやリセッ トが行われても持続しま
す。

開発者を支援するため、 このプリ ンタには、 運転パラ メータのリ ス ト  ( プリ ンタ設定
ラベル ) が用意されています。 このラベルには、 プ リ ンタのフ ィード ・ ボタンと  29
ページのテス ト印刷 ( 設定レポート ) を使用してアクセスできます。Zebra セッ ト アッ
プ ・ ユーティ リ テ ィ と  ZebraDesigner™ Windows ド ラ イバでも、 このラベルや他のプ
リ ンタ ・ ステータス ・ ラベルを印刷して、 プリ ンタ管理に役立てるこ とができます。

ZPL プリンタ設定フォーマッ ト

プリ ンタ設定のプログラ ミ ング ・ ファ イルを作成して、 1 台以上のプリ ンタに送信す
るか、 ZebraNet™ Bridge でプリ ンタのセッ ト アップを複製するこ とで、複数のプリ ン
タを管理できます。下記の図 1 に、ZPL プログラ ミ ングによる設定ファイルの基本構
造を示します。 

プログラ ミ ング ・ ファ イルの作成には、 『ZPL プログラマーズ ・ ガイ ド』 と  109 ペー
ジの ZPL 設定ステータス と コマンドの相互参照 を参照してください。 プ リ ンタへの
プログラ ミ ング ・ ファ イルの送信には、 Zebra セッ ト アップ ・ ユーティ リ テ ィ  (ZSU)
を使用できます。 プログラ ミ ング ・ ファ イルの作成には、 Windows ノートパッ ド  ( テ
キス ト ・ エディ タ ) を使用できます。

図 1 • 設定パラメータ ・ フォーマッ トの構造

^XA — 

^XZ — 

 a) 
 b) 
 c) 
^ JUS 
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ZPL 設定ステータスとコマンドの相互参照
ZPL 設定ステータスとコマンドの相互参照
以下に示すプリ ンタ設定レポートには、ZPL コマンドで設定できる設定内容の大多数
が一覧されています。 

図 2 • 設定レポートのプリン トアウト

サービス目的で
使用される
センサー設定
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表 2 • ZPL コマンド / 設定レポート ・ コールアウト相互参照

設定レシート ・ リ ス ト の以降のプ リ ン ト アウ ト には、 センサーの設定と値が表示さ
れ、 センサーと用紙の動作の ト ラブルシューティ ングに役立ちます。 これらは、 通
常、 Zebra 技術サポートがプリ ンタの問題を診断するために使用します。

コマンド リス ト名  説明

~SD ｲﾝｼﾞ _ ﾉｳﾄﾞ デフォルト :10.0 

— ｲﾝｼﾞ _ ﾉｳﾄﾞ _ ｷﾘｶｴ LOW (低い )、MEDIUM (適正 )、HIGH (高い )

^PR ｲﾝｼﾞ _ ｿｸﾄﾞ デフォルト :5 IPS / 127 mm/s ( 最大 .)

~TA ｷﾘﾄﾘ デフォルト :+000

^MN ﾖｳｼ _ ﾀｲﾌﾟ デフォルト : ｷﾞｬｯﾌﾟ / ｷﾚｺﾐ 

ｾﾝｻｰ _ ﾀｲﾌﾟ デフォルト : ﾄｳｶｼｷ

ｾﾝｻｰ _ ｾﾚｸﾄ デフォルト : ｼﾞﾄﾞｳ (^MNA - 自動検出 )

^MT ｲﾝｼﾞ _ ﾎｳｼｷ ﾈﾂﾃﾝｼｬまたはﾀﾞｲﾚｸﾄ _ ｻｰﾏﾙ

^PW ｲﾝｼﾞ _ ﾊﾊﾞ デフォルト :832 ド ッ ト  (203 dpi) または
1280 ド ッ ト  (300 dpi)

^LL ﾗﾍﾞﾙﾁｮｳ デフォルト :1225 ( ド ッ ト ) ( 値は、 ラベル用
紙の透過式 / ギャ ップ自動検出で連続的に再
キャ リブレート されます )

^ML ｻｲﾀﾞｲ _ ﾖｳｼﾁｮｳ デフォルト :39.0IN 989MM

— USB COMM 接続ステータス : 接続 / 非接続

— ﾊﾟﾗﾚﾙ _COMM 使用可能な接続 : ｿｳﾎｳｺｳ

^SCa ﾎﾞｰﾚｰﾄ デフォルト :9600 

^SC,b ﾃﾞｰﾀ _ ﾋﾞｯﾄ デフォルト :8 ﾋﾞｯﾄ

^SC,,c ﾊﾟﾘﾃｨ デフォルト : ﾅｼ
^SC,,,,e ﾌﾛｰ _ ｾｲｷﾞｮ デフォルト :DTR & XON/XOFF

^SC,,,,,f ﾌﾟﾛﾄｺﾙ デフォルト : ﾅｼ

ｼﾘｱﾙ _ ﾂｳｼﾝ _ ﾓｰﾄﾞ デフォルト : ｼﾞﾄﾞｳ _ ｾﾝﾀｸ

ｶｯﾀｰ _ ﾀｲﾌﾟ 存在するオプシ ョ ン :ﾗｲﾅｰ/ﾀｸﾞ_ﾌﾙ (カッ ト )
^CT / ~CT ﾓｼﾞ _ ｺﾝﾄﾛｰﾙ デフォルト :<~> 7EH

^CC / ~CC ｺﾏﾝﾄﾞ _ ﾓｼﾞ デフォルト :<^> 5EH

^CD / ~CD ﾃﾞﾘﾐﾀ / ﾓｼﾞ デフォルト :<,> 2CH

^SZ ZPL ﾓｰﾄﾞ デフォルト :ZPL II 

^MFa PWRUP_ ﾖｳｼﾄﾞｳｻ デフォルト : ﾄﾞｳｻ _ ｼﾏｾﾝ

^MF,b ﾍｯﾄﾞｦ _ ｼﾒﾏｽ デフォルト : ﾌｨｰﾄﾞ
~JS ﾊﾞｯｸﾌｨｰﾄﾞ デフォルト : ﾃﾞﾌｫﾙﾄ
^LT Y ｲﾝｼﾞ _ ｷﾃﾝ デフォルト :+000
^LS X ｲﾝｼﾞ _ ｷﾃﾝ デフォルト :+0000

~JD / ~JE HEXDUMP デフォルト : ﾅｼ (~JE)
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ZPL 設定ステータスとコマンドの相互参照
以下の設定リ ス トは、 センサー値 ﾗﾍﾞﾙ剥離の後から始まっています。 この リ ス トに
は、デフォルトからほとんど変更されないプリ ンタ機能やステータス情報 ( ファーム
ウェア ・ バージ ョ ンなど ) が含まれています。

表 3 • ZPL コマンド / 設定レシート ・ コールアウト相互参照

このプリ ンタでは、 後続のすべてのレシート  ( またはラベル ) に対してコマンドまた
はコマンド ・ グループを一度に設定できます。 それらの設定は、 後続のコマンド、 プ
リ ンタの リセッ ト 、 または工場出荷時のデフォルトの復元によって変更されるまで、
有効です。

コマンド リス ト名  説明

^MP ﾓｰﾄﾞ _ ｵﾝ デフォルト :CWF (^MP コマンド参照 )
(CWFM - ディ スプレイ付きワイヤレス ・ プ リ
ンタの場合 )

ﾓｰﾄﾞ _ ｵﾌ デフォルト :( 設定なし )

^JM ｶｲｿﾞｳﾄﾞ デフォルト :832 8/mm ﾌﾙ (203 dpi)
1280 8/mm ﾌﾙ (300 dpi)

— ﾌｧｰﾑｳｪｱ ZPL ファームウェア ・ バージ ョ ンを一覧表示

— XML ｽｷｰﾏ 1.3

— ﾊｰﾄﾞｳｪｱ ID ファームウェア・ブートブロ ッ ク ・バージ ョ ン
を一覧表示

— ｾｯﾃｲ ｶｽﾀﾏｲｽﾞ ( 初回使用後 )

— RAM 2104k........R:

— ｵﾌﾟｼｮﾝ _ ﾒﾓﾘ 65536k.......B:
( インス トール済みの場合のみ表示 )

— ｵﾝﾎﾞｰﾄﾞ _ ﾌﾗｯｼｭ 6144k.........E:

^MU ﾌｫｰﾏｯﾄ _ ｺﾝﾊﾞｰﾄ ﾅｼ

^JI / ~JI ZBI ﾑｺｳ ( 有効にするにはキーが必要 )
— ZBI ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 2.1 ( インスタンス済みである場合に表示 )

^JH
^MA
~RO

ｻｲｼｭｳ _ ｸﾘｰﾝ _ ｽﾞﾐ X,XXX IN

ﾍｯﾄﾞﾉ _ ｼｮｳﾋ X,XXX IN

ｼｮｳﾋ _ ｺﾞｳｹｲ X,XXX IN

ﾘｾｯﾄ _ ｶｳﾝﾀ 1 X,XXX IN

ﾘｾｯﾄ _ ｶｳﾝﾀ 1 X,XXX IN

— ｼﾘｱﾙ _ ﾊﾞﾝｺﾞｳ XXXXXXXXXXX

^JH ｿｳｷ _ ｹｲｺｸ ﾒﾝﾃﾅﾝｽｵﾌ
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プリンタのメモリ管理と関連のステータス ・ レポート
このプリ ンタでは、 プ リ ンタ ・ リ ソースの管理に役立てるため、 メモ リの管理、 オブ
ジェク トの転送 ( メモ リ領域間、 インポートおよびエクスポート )、 オブジェク トの
命名、 および各種のプ リ ンタ動作ステータス ・ レポー ト の提供を行う様々なフォー
マッ ト ・ コマンドをサポート しています。 これらのコマンドは、 DIR ( ディ レク ト リ
の一覧表示 ) や DEL ( ファイルの削除 ) などの古い DOS コマンド と非常に似ていま
す。最も一般的なレポートは、Zebra セッ ト アップ・ユーティ リ ティ と  ZebraDesigner™
Windows ド ラ イバにも組み込まれています。

図 3 • メモリ管理フォーマッ トの構造

このタイプのフォーマッ ト  ( フォーム ) では、 単一コマンドを処理するこ とをお勧め
します。 単一コマンドは、 保守や開発のツールと して容易に再使用できます。

オブジェク ト を転送し、 メモ リ を監視して報告するコマンドの多くは、 制御 (~) コマ
ンドです。 これらは、 フォーマッ ト  ( フォーム ) 内にある必要はあ り ません。 これら
のコマンドは、 フォーマッ ト  ( フォーム ) 内にあるかど うかに関わらず、 プリ ンタが
受信する と、 ただちに処理されます。 

メモリ管理のための ZPL プログラ ミング

ZPL には様々なプリ ンタ ・ メモ リ位置があ り、 プ リ ンタの実行、 プリ ンタ ・ イ メージ
のアセンブル、 フォーマッ ト  ( フォーム )、 グラフ ィ ッ クス、 フォン ト、 および設定
内容の保存に使用されます。

• ZPL では、 フォーマッ ト  ( フォーム )、 フォン ト 、 およびグラフ ィ ッ クスは、
ファ イルのよ うに処理され、 メモ リ位置は、 DOS オペレーティング ・ システ
ム環境でのディ スク ・ ド ラ イブのよ うに処理されます。 

• メモ リ ・ オブジェク トの命名 : 最大 16 個の英数字の後に、 3 個の英数字
から成るファイル拡張子が付きます
( 例 123456789ABCDEF.TTF) 
レガシー ZPL プリ ンタ  ( ファームウェア ・ バージ ョ ン 60.13 以前 ) では、
現在の 16.3 ファ イル名形式に対して 8.3 ファイル名形式しか使用できま
せん。

• オブジェク ト を メモ リ位置の間で移動し、 オブジェク ト を削除できます。

注 • 使用可能なプ リ ンタ ・ メモ リ を最大限にするため、 プ リ ンタには自動メモ リ ・
デフラグ機能 ( デフラグ ) が装備されています。 デフラグは、 いくつかの要因で ト
リガされます。オブジェク ト を メモ リから削除したり、メモ リに追加するこ とによっ
てメモ リ を変更する と、 デフラグが行われるこ とがあ り ます。 メモ リのデフラグが
進行する と、 プ リ ンタのステータス ・ ランプが赤、 琥珀、 緑に点滅し始めます。 ス
テータス ・ ランプの点滅中は、 プ リ ンタの電源を切らないでください。 メモ リ使用
量とファイルの断片化が激しい場合は、 デフラグに数分かかる場合があ り ます。

^XA — 

^XZ — 
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プリンタのメモリ管理と関連のステータス ・ レポート
• プリ ン ト アウ ト またはホス トに対するステータス と して、DOS ディレク ト リ ・
スタイルのファイル ・ リ ス ト ・ レポート をサポート します。

• ファイルのアクセスに、 「ワイルド ・ カード」 (*) を使用できます。

表 4 • オブジェク ト管理とステータス ・ レポートのコマンド

コマンド 名前  説明

^WD ディ レ ク ト リ ・
ラベルの印刷

アクセス可能なメモ リ位置にあるオブジェ ク ト と常駐
するバーコードおよびフォン ト の リ ス ト を印刷し ま
す。

~WC 設定ラベルの印
刷

設定ステータス ・ レシート  ( ラベル ) を印刷します。
これは、 フ ィード ・ ボタン ・ モードの 1 回点滅ルーチ
ンと同じです。

^ID オブジェク トの
削除

オブジェク ト をプ リ ンタ ・ メモ リから削除します。

^TO オブジェク トの
コピー

オブジェク ト またはオブジェク ト のグループを 1 つの
メモ リ領域から別のメモ リ領域にコピーする場合に使
用します。

^CM メモ リの文字割
り当ての変更

文字割り当てをプ リ ンタのメモ リ領域に再割り当てし
ます。

^JB フラ ッシュ ・ メ
モ リの初期化

ディ ス クのフォーマッ ト と似ています。 指定されたメ
モ リ位置 B: または E: からすべてのオブジェ ク ト を消
去します。

~JB オプシ ョ ンの ・
メモ リの リセッ
ト

ディ スクのフォーマッ ト と似ています。 B: メモ リ  ( 工
場出荷時オプシ ョ ン ) からすべてのオブジェク ト を消
去します。

~DY オブジェク トの
ダウンロード

プ リ ン タで使用でき る広範なプログ ラ ミ ング ・ オブ
ジェク ト  (フォン ト  (OpenType と  TrueType)、グラフ ィ ッ
クス、 およびその他のオブジェク ト ・データ ・ タイプ )
をダウンロード してインス トールします。

推奨事項 : グラフィ ッ クスとフォン トのプリ ンタへのダ
ウンロードには、ZebraNet™ Bridge を使用してください。

~DG グラフ ィ ッ クの
ダウンロード

グラフ ィ ッ ク ス ・ イ メージの ASCII Hex 表現をダウン

ロード します。このコマンドは、ZebraDesigner™ ( ラベ
ル作成アプ リ ケーシ ョ ン ) によってグラフ ィ ッ クスに
適用されます。

^FL フォン ト ・ リ ン
ク

主要な TrueType フォン ト に補助的な TrueType フォン
ト を付加して、 グ リ フ  ( 字形 ) を追加します。

^LF フォン ト ・ リ ン
クの リ ス ト

リ ンク ・ フォン トの リ ス ト を印刷します。

^CW フォン ト識別子 単一の英数字を、 メモ リに保存されたフォン ト の別名
と して割り当てます。

重要 • 工場でプリ ンタにインス トールされた一部のフォン トは、 ファームウェアのリ
ロードや更新で、 プ リ ンタにコピーしたり、 複製したり、 復元したりできません。 こ
れらのライセンスで制約された ZPL フォン ト を、 明示的な ZPL オブジェク ト削除コ
マンドで削除した場合は、再購入して、 フォン トのアクティベーシ ョ ンと インス トー
ルのユーティ リ ティで再インス トールする必要があ り ます。 EPL フォン トには、 この
制約あ り ません。
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